
【今月の表紙】

安楽山宮神社の春祭り。

地域のちからで、地域の伝統が守られています。
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やすらぎとにぎわいの輪が協奏するまち
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今
年
の
４
月
で
オ
ー
プ
ン
20
周
年
を

迎
え
る
蓬
の
郷
。
お
風
呂
の
利
用
だ
け

で
な
く
、
蓬
の
郷
内
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ

ン
せ
せ
ら
ぎ
亭
で
は
宴
会
は
も
ち
ろ
ん
、

冬
の
鍋
料
理
や
夏
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、

囲
炉
裏
で
の
炭
火
焼
な
ど
様
々
な
料
理

を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

今
の
時
期
は
、
端
午
の
節
句
の
お
祝

い
膳
が
予
約
可
能
。
２
７
０
０
円
以
上

の
お
料
理
で
ご
予
約
い
た
だ
い
た
方
に

は
『
鯉
の
丸
揚
げ
』
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
い
ま
す
。
ま
た
記
念
写
真
の
撮
影
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
！  

さ
ら
に
ご
自
宅
で

の
お
祝
い
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

人
数
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
器
や
折

で
の
配
達
も
行
っ
て
い
ま
す
！

　

地
元
の
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
、
せ
せ

ら
ぎ
亭
の
お
料
理
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

志布志の美味しいものに詳しい、

志武士ししまるくんがご紹介！

今月の「美味しぶし」は …

●��写真①：地元産のお刺身を含むお料理が 10 品程度。季節に応じて様々なお料理
を堪能できる、料理長自慢の『会席料理』（3,780 円・税込）です！

●�写真②：『あら煮刺身御膳』（1,350 円・税込）はレストランせせらぎ亭の 1 番人気
メニュー。ボリューム満点、ファンの多い、オススメの一品です。

●�写真③：地元産のうなぎと米にこだわった『うな重（松）』（2,800 円・税込）。しっ
かりした歯ごたえを楽しめる、地産地消の一品。

●�写真④：きれいなお湯はもちろん、豊富な水量が自慢の、平成の名水百選に選ば
れた「普現堂湧水源」から直接引いている水風呂が楽しめます。

～発見！ 美
お い

味しぶし～

市報しぶし × 志布志市観光特産品協会  presents

グルメん’ｓ なび

今月の読者プレゼント  
Gift for you …

　今月の読者プレゼ

ントは、今回ご紹介

した蓬の郷 レスト

ランせせらぎ亭から

「蓬の郷入浴券とド

リンク券セット」を

５名の方に！奮って

ご応募ください！
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※ 27 ページの『お便り』はがきを使ってご応募ください！

店舗紹介  Shop Data …

蓬の郷

●住所：有明町蓬原 351 番地 3

tel：099-475-2626

●営業時間：11：00 ～ 21：00（20：00 オーダーストップ）
※蓬の郷は朝 6：30 から営業しています。

●定休日：第２・第４水曜日

●蓬の郷HP：http://yomogi-sato.com/

①

　レストラン

　せせらぎ亭

蓬の郷
　レストラン

　せせらぎ亭

② ③

④

地元産の食材を

ふんだんに使った料理が、

季節ごとに楽しめるなんて、

幸せでござる～。
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特
集

「
体
験
か
ら
学
ぶ
」
～ 

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち 

～

青少年を取り巻く環境

　私たちが生活する現代社会では、少子高齢化が進行すると同時に、

情報化、国際化、消費社会が進行し、家庭、学校、職場、地域など

の在りように大きな影響が及んでいます。特に、携帯電話やインター

ネットなどの情報化社会の急激な進展により、青少年の生活にも様々

な問題が発生しています。

　また、都市化、少子化、電子メディアの普及、地域とのつながり

の希薄化といった社会の変化などで、これまで身近にあった遊びや

体験の場、また「本物」を見る機会が少なくなり、そのノウハウも

継承されなくなっている現状があります。

不足する直接体験

　現在の子どもたちは、電子メディア（ゲーム機、携帯電話等）と

の接触が増え、直接的な体験をする機会が減ってきています。

　直接的な体験とは、①生活体験（遊び・手伝い・年中行事）、②自

然体験（山や川、海などでの活動）、③社会体験（ボランティア活動、

職業体験、異年齢の交流体験）などの主に３つに分けられます。

　直接的な体験をすることによる利点は、「体験の力」（自尊感情、共

生感、意欲・関心、規範意識、職業意識、人間関係能力、文化的作法・

教養）が向上することだといわれています。

　豊富な体験活動により、意欲・関心が高まり、学力向上にもつな

がります。また、体験を通して得られた規範意識や職業意識は、社

会に貢献することや勤労意欲の醸成にもつながります。

　子どもにとって、読書活動などの間接体験と直接体験を適度に体

験させることが健全な成長につながるものと考えます。

　志布志市では、体験活動を通した青少年育成の取組として、子ど

も会活動と青少年研修事業の２つに力を入れています。
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01
「遊びを通して様々なことを学ぶ」

子ども会
　子ども会とは、①子どもたちで作っている会、②子どものため
の会、③子どもたちが計画し、実行する会、④異年齢の中で、成
長し個性を伸ばしていく会と定義してはいますが、簡単に述べると「群れ遊び集団」としてとらえることができま
す。遊びを通して、様々なことを体験的に学ぶ場であると考えています。
　大人の働きかけとしては、子どもたちを集めること、活動（遊び）をする場を確保・提供することが中心で構わ
ないと考えます。特別に難しい活動をするのではなく、思い切って子どもたちに任せることが重要です。
　そのために、教育委員会ではリーダー研修会等を実施して、子ども会を引っ張っていく子どもの育成にも取り組
んでいます。ぜひ、子ども会活動の充実を図っていきたいものです。

02
「子ども会のお兄さん・お姉さん」

ジュニアリーダークラブ
インリーダークラブ

　本市では、地域子ども会の育成充実を図るとともに、会員自身
の資質の向上を図ることを目的とした「志布志市ジュニアリー
ダークラブ（中学１年生から高校３年生まで）」があります。い
わば「子ども会のお兄さん、お姉さん」のような存在で、子ども
会活動の支援、ボランティア活動、交流・研修活動を行っています。
　また、子ども会内でのリーダーを育成する目的で、「志布志市
インリーダークラブ（小学５、６年生）」が平成 26 年度より発
足しました。インリーダークラブは、様々な体験活動を通して、
ジュニアリーダーの養成、ジュニアリーダークラブへの加入を促
すとともに、各子ども会、地域のリーダーを育てることを目的と
しています。
　
１年間に行われる体験活動をご紹介します。

【ジュニアリーダー・インリーダー合同の活動】
５月：ジュニア研修会＆インリーダー開講式
７月：ダグリ岬の清掃活動＆海浜活動（写真①）、子どもフェス
　　　ティバル
８月：インリーダー研修【夏】（写真②）
11 月：インリーダー研修【秋】
12 月：ジュニア研修会【郷土学習・料理と門松】（写真③）
２月：　ジュニア研修会【スケート＆ハイキング】

②

③

①



　本市においてはこれまでに紹介した研修
事業ほかにも、校区公民館などが主体となっ
た「地域塾」、「サタデー広場」、「三世代交
流事業」等を実施したり、文化会館や志布
志地区、有明地区、松山地区の各条例公民
館で「キッズデー」を実施したりしています。
　しかし、校区により参加者の数や活動内
容などに差があるため、平成 27 年度からは、

青少年を対象にした体験的な活動をさらに充実・活性化しよ
うと、各公民館ごとに原則として毎月第３土曜日に「土曜体
験広場」を実施することにしています。
　これらの活動を充実させるためには、中心となって活動を
推進する地域のリーダーの存在が大きくなりますが、その支
援を行う地域の人々、保護者、学校などの地域ぐるみでの取
組が不可欠となります。
　このような子どもを中核に置いた取組を行うことで、地域
のコミュニティもさらに充実してきます。今こそ、子どもを
中心にした「地域創生」に取り組もうではありませんか。
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【ジュニアリーダーの活動】
４月：おしゃかまつりスタッフ
８月：ボランティアまつりスタッフ、第２回研修会  海浜活動　
10 月：保育園訪問【読み聞かせ・清掃】（写真④）
12 月、１月：成人式スタッフ
２月：青少年音楽祭スタッフ、生涯学習フェスティバルスタッフ
３月：しぶしポートマラソンスタッフ（写真⑤）、お別れ会
　このほか、学期に一度の定例会において、活動の振り返りや、
予定されている活動に向けた研修などを行っています。
　同クラブで積極的に活動している児童・生徒は「初めは、宿泊
研修や野外活動に興味があって入りました。研修をしてから活動
に臨んだり、活動後は振り返りをしたり、ただ単に参加するだけ
ではなくて、とても充実した活動をしています。ジュニアリーダー
クラブに入って一番よかったことは、友だちがたくさんできたこ
とです。普段の学校生活や部活動だけではなかなか会うことので
きない人たちと仲良くなれたことは、貴重な出会いで、これから
の人生にきっと役に立つと思います。ジュニアリーダーとして一
緒に活動する仲間がもっと増えたらいいなと思います」と活動に
参加しての感想を話してくれています。

03
「リーダーとなる子どもを育てる」

青少年研修事業
　

ま
た
本
市
で
は
、
心
豊
か
で
た
く

ま
し
い
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す

る
目
的
で
、
３
種
類
の
研
修
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

①�

シ
ア
ト
ル
研
修
：
高
校
生
を
対
象

と
し
た
語
学
研
修
で
、
夏
休
み
の

１
か
月
間
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
ア
ト

ル
市
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が

ら
語
学
学
校
に
通
い
ま
す
。

②�

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
研
修
：
中
学
生

を
対
象
と
し
た
研
修
で
、
夏
休
み

の
約
３
週
間
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
し
ま
す
。

③�

山
形
研
修
：
小
学
校
５
年
生
か
ら

中
学
生
ま
で
を
対
象
と
し
た
、
山

形
県
酒
田
市
と
の
相
互
交
流
研
修

で
す
。
酒
田
市
の
研
修
生
と
１
人

ず
つ
ペ
ア
と
な
り
、
夏
休
み
の
４

日
間
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
入
れ
を

し
な
が
ら
、
地
元
志
布
志
市
、
鹿

児
島
県
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
南

国
な
ら
で
は
の
体
験
活
動
を
行
っ

た
り
し
ま
す
。
冬
は
酒
田
市
を
訪

問
し
、
ペ
ア
と
な
っ
た
研
修
生
の

家
庭
に
３
泊
４
日
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
し
な
が
ら
、
北
国
の
生
活
を

体
験
し
ま
す
。

04
「地域ぐるみで青少年活動を充実」

青少年育成活動

青
少
年
を
よ
り
よ
く
育
成
す
る
た
め
に

　

青
少
年
の
育
成
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
ご
紹
介
し
た

よ
う
に
、
大
き
く
２
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
子
ど
も
会
活
動
や
地
域
活
動
等
に
参
加

す
る
な
ど
し
て
、
周
囲
の
子
ど
も
た
ち
と
共
に
成
長

を
促
す
方
法
、
も
う
１
つ
は
、
教
育
委
員
会
な
ど
が

主
催
す
る
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
や
青
少
年
研
修
事
業
に

参
加
し
た
り
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
や
イ
ン

リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
る
な
ど
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
資
質
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
方
法
で
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
こ
の
２
つ
の
面
か
ら
青

少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
方
法
に
し
て
も
、
子
ど
も
が
自
ら
情
報

を
入
手
し
、
主
体
的
に
参
加
す
る
こ
と
は
な
か
な
か

難
し
い
こ
と
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
い
、
積
極
的
に
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
う
た
め

に
も
、
周
囲
の
大
人
の
声
か
け
や
後
押
し
が
必
要
に

な
る
と
考
え
ま
す
。

　

将
来
の
志
布
志
市
を
、鹿
児
島
を
、日
本
を
背
負
っ

て
い
く
の
は
、
今
の
子
ど
も
た
ち
で
す
。
大
人
が
意

図
的
に
子
ど
も
の
成
長
を
促
す
た
め
に
協
力
・
連
携

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

■問い合わせ先：教育委員会　生涯学習課　社会教育係

　　　　　　　　℡：472-1111（内線 335・336）

④

⑤



まちの

話 題しぶし TOPICS

大切に使います

　２月２日、市の老人クラブ志布志支部（熊崎作郎

支部長）が教育長を訪れ、志布志地区の小・中学校

に対して約 300 枚の雑巾やタオルを寄贈しました。

　これは同クラブの社会貢献活動の一環として、毎

年行われているもので、教育委員会を通じて、各小

学校や、中学校に配布される予定です。

市の老人クラブ志布志支部から小・中学校に対し
て雑巾やタオルが寄贈されました。

春の訪れを告げるダゴ祭り

　２月１日、田之浦山宮神社で県の無形民俗文化財

に指定されている「ダゴ祭り」が開催されました。

　この祭りは県内で最も早い春祭りといわれており、

同神社に伝わる地元の小学生による神舞などが奉納

されました。最後は無病息災を願うダゴ花の争奪戦

が行われ、あっという間にダゴ花は無くなりました。

田之浦山宮神社で伝統のダゴ祭りが開催され、市
内外から多くの人が訪れました。
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いちご狩りと大福作りを体験
市ツーリズム協議会は、いちご狩りといちご大福
作り体験を実施し、多くの親子が参加しました。

　１月 25 日、同協議会は市内の小学生親子約 40

人を対象に、いちご狩りといちご大福作り体験を実

施しました。大福作りでは、子どもたちが大福をこ

ね、丸めるなど上手に仕上げることができました。

　参加者は「いちご狩りは初めて。大福も簡単に出

来たので、家でも作って食べたい」と喜んでいました。

冬の霧島で研修

　２月７日と 8日、ジュニアリーダーとインリー

ダーの両クラブがハイキングに参加し、霧島連山や

池の成り立ちについて学びました。２日目はスケー

トを体験し、参加者は「時に恐ろしい自然だけれど、

ハイキングもスケートも自然があってこそできる遊

び」と環境保護へ関心を寄せていました。

ジュニアリーダーとインリーダーのメンバーが霧
島でハイキングとスケートを体験しました。

第 62回県下一周駅伝、
曽於チームは総合８位でゴール！

　２月 14 日から 18 日までの 5 日間、第 62 回
鹿児島県下一周市郡対抗駅伝競走大会が開催され、
53 区間計 588. ６キロメートルにわたり、県内 12
地区のランナーがタスキを繋ぎました .
　今大会には本市から曽於チームとして６人が出場
し、活躍しました。
　今年はＢクラス優勝と、郷土入りする４日目の日
間優勝の２つを目標に、大会に臨んだ曽於チームで
したが、惜しくも総合８位に終わりました。
　今大会で 15回目の出場を果たした鮎川俊一選手
は「序盤はしっかり『繋ぎの駅伝』が出来たが、後
半はアクシデントに見舞われ思うような駅伝が出来
なかった。来年は今回の前半のような力を発揮し、
必ずＡクラス復帰を果たしたい」と話しました。

【本市からの出場選手】　
鮎川 俊一 選手・後藤 健太 選手・坂中 省章 選手
加治屋 毅 選手・鮎川 輝希 選手・中堂薗 哲野 選手

県内 12 地区のチームが熱戦を繰り広げ、曽於チー
ムは総合８位でゴールしました。

かごしま黒豚を給食に

　２月９日と 10日、食育や地産地消を目的に同社

から提供された豚肉が、給食として出されました。

　これは子どもたちにふるさとの食材を食べてもら

うことを目的に実施しているものです。給食を食べ

た児童は「これからも食べ物に対する感謝の気持ち

を忘れずにおいしくいただきたい」と話しました。

志布志市など曽於地区の小・中学校給食に対し、
ナンチクから鹿児島黒豚の提供がありました。

伊﨑田中継所

曽於・坂中選手（２日目 出水市）

文化財に親しむために
志布志文化財愛護会の「志布志の山宮系神舞衣装と
面について」と題した講演会が開催されました。

　２月 13日、県文化財保護審議会委員である牧島

知子氏の講演に市内外から約 40人が参加しました。

　山宮系とは安楽山宮神社、田之浦山宮神社、白鳥

神社の三神社を指し、参加者からは「説明を聞きな

がら、神舞の衣装やお面を近くで見ることが出来て、

感動した」との声が聞かれました。
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安楽山宮・安
や す ら

楽神社の春祭り

　２月 14 日と 15 日、安楽の両神社で春祭りが開

催され、県の無形民俗文化財に指定されている芸能

を一目見ようと、多くの見物客が訪れました。

　両日とも祭りの様々な行事には、温かい拍手や笑

いが絶えず、春の訪れを待つ安楽地区は、歴史と伝

統の行事で大いに賑わいました。

安楽山宮神社と安楽神社の春祭りが開催され、伝
統の正月踊りなどが奉納されました。
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野井倉甚兵衛翁の用水路体験

　２月 15日、市ツーリズム協議会は市内の小学生

と保護者など 24人を対象に、地域の農業の歴史や

偉人の功績を学ぶため、用水路探検を実施しました。

　参加した人は、機械が無い当時の大事業に深く感

心していました。探検後はその功績に感謝しながら、

地元産の米と野菜を使った料理をいただきました。

野井倉甚兵衛翁の偉業を知り、地域の農業の歴史
を学んでもらおうと用水路探検が実施されました。

お魚屋さんの料理教室

　２月 15日、志布志地区公民館で開催された料理

教室は、これまでに４回開催され、男性 23人、女

性 38人の方が魚のさばき方、料理方法を学ばれて

います。料理教室を通して、魚の調理法だけでなく、

魚の美味しさを再発見し、より魚が食されることを

期待しています。

「魚屋さんの料理教室」が開催され、旬の真サバを
使った料理を作りました。

多くの表彰が行われました

～ 今でしょう！ 変えよう自分 人生楽しく ～

生涯学習フェスティバル平成 26 年度
志  布  志  市

at
市文化会館

まちの

話 題しぶし TOPICS

見事な腕前の子ども三味線 美しい音色が響いた「ミュージックベル」

講演された岡本安代さん

図書館まつりが開催されました

　2月 21 日と 22 日、市立図書館で図書館まつり

が開催され、多くの人が様々な催しを楽しみました。

　図書館まつりでは図書館のスタッフが企画した

「本探しゲーム」や「エコバッグ作り」、「エプロン

シアター」など、親子で楽しめる企画が盛りだくさ

ん。多くの親子連れや園児、児童が楽しんでいました。

図書館をもっと身近に、多くの人に利用してもら
うため、図書館まつりが開催されました。

豊作、豊漁を占う『カギ引き』

市異業種懇話会を開催

　2月 19 日、ボルベリアダグリで開催された懇話

会は、市内企業の経営振興や企業誘致、雇用・就業

機会の創出に繋げることを目的に平成 19年から開

催されているものです。今回はＪＡあおぞら内村会

長から「新たな地域農業の創造をめざして」と題し

た基調講演などが行われました。

市内の企業、高校をはじめ、金融機関、ＮＰＯ法人、
行政等から多くの人が参加しました。

立派に舞踊を披露してくれました 伝統を後世に伝える「俵踊り」 学びの成果を発表しました

　

２
月
21
日
と
22
日
、
市
文
化

会
館
で
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
人

が
訪
れ
ま
し
た
。

　

21
日
の
生
涯
学
習
推
進
大
会

で
は
教
育
体
育
功
労
者
な
ど
の

表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
、
岡
本
安

代
さ
ん
に
よ
る
「
あ
な
た
は
ワ

タ
シ
の
宝
物
～
子
ど
も
の
た
め

に
で
き
る
こ
と
～
」
と
題
し
た

講
演
会
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

22
日
の
グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー

レ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
生
涯
学
習

講
座
で
学
ん
だ
成
果
を
、
舞
台

で
存
分
に
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
展
示
発
表
も

訪
れ
た
人
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
バ
サ
ー
や
地
域

女
性
連
絡
協
議
会
に
よ
る
食
事

の
コ
ー
ナ
ー
、
花
苗
プ
レ
ゼ
ン

ト
、
抽
選
会
な
ど
、
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
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エコ通信
Ecology

Communication

本庁 市民環境課 環境政策室 環境政策係　℡：474 - 1111（内線 131 ～ 134）
松山支所 市民課 ℡：487 - 2111（内線 224）志布志支所 市民税務課 ℡：472 - 1111（内線 224・225）問

「�第５回志布志市

 水保全シンポジウム」開催！
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図書館へ行こう。
～一冊の本との出会いが あなたの人生を変える～

■問い合わせ先：志布志市立図書館 　Tel ：472-3322　URL：http://www.shibushicity-lib.jp

◆
「
精
鋭
」   　
　
　
　
　

今
野 

敏
／
著

　

新
人
警
察
官
の
柿
田
亮
は
上
司
の
勧
め
で
エ

リ
ー
ト
集
団
「
Ｓ
Ａ
Ｔ
」
を
志
望
す
る
。
厳
し

く
温
か
く
見
守
る
上
司
、
反
発
し
あ
い
な
が
ら

も
切
琢
磨
し
て
熱
い
友
情
を
育
む
同
僚
…
。
成

長
物
語
で
も
あ
る
警
察
小
説
。

今
月
の
新
刊

◆
「�

い
の
ち
と
平
和
の
話
を
し
よ
う�

」  　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

日
野
原 

重
明
／
著  

　

い
の
ち
と
は
、
あ
な
た
の
持
ち
時
間
で
す
。

ど
う
、
自
分
ら
し
く
使
い
ま
す
か
？

　

 

『
朝
日
新
聞
』
土
曜
別
刷
り
「
ｂ
ｅ
」
連
載

か
ら
「
い
の
ち
」「
平
和
」
が
テ
ー
マ
の
エ
ッ

セ
イ
37
編
を
選
り
す
ぐ
っ
て
、
収
録
す
る
。

児 

童
■
「
お
ば
け
の
た
ま
ご
に
い
ち
ゃ
ん
」 　
　
　
　
　

作
・
絵
／
あ
き
や
ま 

た
だ
し

■
「
ぷ
ん
ぷ
ん
ヒ
グ
マ
」　　
　
　

    

作
／
ニ
ッ
ク  

ブ
ラ
ン
ド　

訳
／
あ
べ 

弘
士

■
「
ぼ
く
が
す
き
な
こ
と
」　　
　
　
　

文
／
中
川 

ひ
ろ
た
か　

絵
／
山
村 

浩
二

一 

般
■
「
日
本
の
『
運
命
』
に
つ
い
て
語
ろ
う
」	

　

 

著
：
浅
田 

次
郎

■
「
神
さ
ま
た
ち
の
遊
ぶ
庭
」		



　

 

著
：
宮
下 

奈
都

■
「
十
津
川
警
部
日
本
縦
断
長
篇
ベ
ス
ト
選
集
43　

Ｌ
特
急
し
ま
ん
と
殺
人
事
件
」

	

　

 

著
：
西
村 

京
太
郎

　

春
に
関
す
る
絵
本
を
集
め
ま
し
た
。
お
花
見
、

入
園
・
入
学
、
い
ろ
ん
な
春
を
探
し
ま
せ
ん
か
。

　

ほ
か
に
も「
若
い
人
に
贈
る
読
書
の
す
す
め
」

が
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。
卒
業
、
成
人
、
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
あ
な
た
に
読
ん
で
ほ
し

い
本
を
集
め
ま
し
た
。

「 は る 」
図
書
館
が
お
す
す
め
す
る
『
テ
ー
マ
図
書
』

Information
おはなし会へ出かけよう！

３月・４月

本館
10時30分 〜

 ３月 14 日、21 日、28 日
 ４月４日、11 日、18 日

安楽分館
10時30分 〜

 ３月 14 日

◆志ふれあい交流館「アニメ上映会」 
　　　　　　　　　　　　　　午後３時～　

　３月 15 日、４ 月５日、12 日、19 日【日曜日】

※�内容は「トムとジェリー」「ムーミン」など。

◆図書選書委員を募集します！

　市立図書館では、多角的な観点から図書資料（本）の選書を行うため、

平成 27 年度図書選書委員を市民の皆様から募集します。あなたのおす

すめの本をご紹介ください。

◆宅配サービスの希望者を募集します！

　市立図書館では、ご高齢または身体的な都合による交通弱者の方を対

象に、ご自宅までお伺いして図書貸出を行う宅配サービスを行っていま

す。希望される方は、ぜひ市立図書館までお問い合わせください。

◆雑誌スポンサーを募集します！

　図書館の雑誌コーナーにある雑誌のスポンサー（企業・団体等）を募

集します。「雑誌スポンサー制度」とは、スポンサーに雑誌の購入費用を

負担していただき、提供いただいた雑誌の最新号のカバーと雑誌棚に広

告を掲載するものです。

※�上記について、詳しくは図書館ホームページをご覧になるか、図書館までお気軽にお問い合わせください。

休館日のお知らせ…

【３月】16日（月）、18日（水）、23日（月）、30日（月）

【４月】６日（月）、13日（月）、15日（水）、20日（月）

　

２
月
15
日
、
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
「
第
５
回
志
布
志
市
水
保
全

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
、
市
内
外
か
ら
１
２
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
で
５
回
目
を
迎
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
水
の
持
続
的
利
用
を
維
持
す
る
た
め
に
、

水
や
地
下
水
の
循
環
の
現
状
や
課
題
を
様
々

な
視
点
か
ら
認
識
し
、
そ
の
保
全
に
向
け
た

具
体
的
な
取
組
の
道
し
る
べ
に
な
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
ア
ク
ア
ス
フ
ィ
ア
代
表

で
、
水
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
橋
本
淳
司
さ
ん

を
講
師
に
招
い
て
、「
流
域
の
水
を
持
続
的

に
使
う
た
め
に
」
と
題
し
、
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
橋
本
さ
ん
は
「
地
下
水
は
無
限

に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
世
界
人
口
の
増
加

に
伴
う
水
不
足
に
よ
り
今
後
は
水
の
奪
い
合

い
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
水
資
源
の

保
全
の
た
め
に
土
地
取
引
の
見
え
る
化
、
採

水
の
見
え
る
化
、
か
ん
養
の
促
進
を
条
例
化

し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
今
後
は
国
の
水

循
環
基
本
法
や
地
下
水
法
の
制
定
な
ど
で
地

下
水
利
用
に
係
る
制
度
化
も
進
み
、
企
業
等

の
水
利
用
の
責
務
の
明
確
化
や
、
森
林
の
保

全
な
ど
の
か
ん
養
の
取
組
へ
の
支
援
な
ど
、

自
治
体
の
枠
を
超
え
た
流
域
ご
と
の
広
域
的

な
取
組
が
必
要
に
な
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

九
州
大
学
名
誉
教
授
の
神
野
健
二
さ
ん
が
、

山
林
の
開
発
や
水
田
の
減
少
に
よ
る
地
下
水

の
減
少
の
事
例
等
を
発
表
さ
れ
、
水
の
環
境

保
全
＝
地
域
の
環
境
保
全
で
あ
る
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

次
に
、
熊
本
大
学
教
授
の
山
下
裕
作
さ
ん

か
ら
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
山
林
を
田
畑
に
開

墾
し
た
こ
と
に
よ
る
ダ
ム
へ
の
土
砂
体
積
事

例
や
農
薬
使
用
に
よ
る
河
川
の
汚
染
に
つ
い

て
、
民
俗
学
を
交
え
な
が
ら
調
査
報
告
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
オ
ア
シ
ス
水
環
境
研
究
会

理
事
長
の
本
村
輝
正
さ
ん
か
ら
、
河
川
や
湧

水
の
汚
染
に
つ
い
て
硝
酸
性
窒
素
濃
度
に
着

目
し
た
発
表
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
パ
ネ
リ
ス
ト
（
別
表
参
照
）
に
よ

る
意
見
や
討
論
が
な
さ
れ
、
会
場
か
ら
も
水

保
全
に
つ
い
て
質
問
等
も
あ
り
、
大
変
有
意

義
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
生
活
水
の
ほ
と
ん
ど
を
地
下
水

に
依
存
し
て
い
る
私
た
ち
は
、
地
下
水
・
湧

水
の
情
報
を
共
有
し
、
そ
の
現
状
を
認
識
し
、

次
の
世
代
に
き
れ
い
な
水
、
豊
か
な
水
を
守

り
、
残
す
こ
と
で
、
経
済
と
環
境
の
持
続
可

能
な
発
展
を
図
る
こ
と
に
努
め
る
。『
流
域

の
水
保
全
の
た
め
の
自
分
の
役
割
は
何
か
』

を
考
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
取
り
組
も

う
」
と
宣
言
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
終
了
し

ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
者
か
ら
は
「
参
加
し

て
良
か
っ
た
。
水
の
大
切
さ
を
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
次
の
世
代
の
た
め
に
も
自
分

が
出
来
る
取
組
を
行
い
た
い
」
な
ど
多
く
の

前
向
き
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
引
き
続
き
、
水
環
境
の
保
全
に
関

す
る
各
種
取
組
を
市
民
・
関
係
機
関
等
と
共

に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

『
水
保
全
』
の
道
し
る
べ
に

必
要
な
の
は
『
枠
』
を
超
え
た
取
組

水
保
全
に
関
す
る
意
見
交
換

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
取
り
組
も
う

 コーディネーター
 八千代ｴﾝｼﾞﾆﾔﾘﾝｸﾞ㈱
 市環境審議会 委員  飯島  康夫  氏

 コメンテーター

 水ジャーナリスト  橋本  淳司  氏

 パネリスト

 九州大学名誉教授  神野  健二  氏

 熊本大学大学院 教授  山下  裕作  氏

 ＮＰＯオアシス水
 環境研究会 理事長  本村  輝正  氏

 市環境審議会委員  小窪  久美子  氏

朝日新聞出版社 1,200 円＋税 朝日新聞出版社 1,600 円＋税



必見！お茶に秘められた
パワーを探して！

シリーズ・お茶と健康

　本市は、鹿児島県内でも２番目、九州でも３番目の茶栽培面積を誇る

お茶の大産地であり、お茶は畜産を除く農産物の中で、一番大きい生産

額を占める主要な作物です。これまで日本の食文化として根付いていた

お茶ですが、急須を使って入れるリーフ茶の消費は、食生活の変化など

様々な条件を背景に減少の一途をたどっています。

　そこで、志布志市では、お茶に秘められた機能性を検証し、お茶飲用を推進していくことで、市民の皆様の健康増進に役立てると

ともに、日本一健康なまちを目指して『志布志茶レンジ風邪なし運動』と『志布志市茶機能実証事業』という２つの大きな取組を行っ

ています。今回は、この２つの事業をより推進していただくため、これから迎える新茶シーズンに、お茶（緑茶）を出来るだけ美味しく、

長く飲んでいただくための緑茶の性質と保存方法について紹介します。

■問い合わせ先：農政課  茶業振興係　℡：474-1111（内線 432）
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国民健康保険の財政は、
危機的状況です！

シリーズ・国保

特定健診を受診していない場合の生活習慣病罹患状
況の医療費は、特定健診を受診した場合と比較する
と、統計的に「約 11 万円」高くなっています。

　つまり、特定健診の受診の有無により、医療費も増減する
ことになりますので、国民健康保険の皆様は特定健診を受診されるようお願いします。

！
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国民健康保険の厳しい財政状況

区分 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度

① 歳入総額 4,866,401,566 4,774,630,042 4,806,844,127

② 歳出総額 4,521,126,002 4,474,677,631 4,531,839,767

③ 収支差引額 345,275,564 299,952,411 275,004,360

④ 基金繰入額 106,325,890 25,500,000 50,000,000

⑤ 前年度繰越金 303,365,612 345,275,564 299,952,411

⑥ 基金積立金 38,617 53,571 97,511

⑦ 実質単年度収支状況 － 64,377,321 － 70,769,582 － 74,850,540

実質単年度収支状況 （単位：円）

※�実質単年度収支＝（①－②）－④－⑤＋⑥　　
　実質単年度収支の状況は、３年連続赤字が続いています。また、その赤字額は年々増加してしており、厳
しい運営状況が分かります。平成 25 年度は、約７千 500 万円の赤字となり、法定外繰入金を 5 千万円ずつ、
市の一般会計から国民健康保険の特別会計に繰入れ（財政支援）しています。平成 26 年度は 8 千万円の法
定外繰入金を繰入します。

※�国民健康保険の基金も枯渇し、厳しい赤字の運営状況が続いておりますので、適正な運営
にご協力いただくようお願いいたします。

■問い合わせ先：保健課  国民健康保険係　℡：474-1111（内線 122 ～ 124）

　

平
成
26
年
度
中
に
交
付
し
た
「
保
養
所
、

は
り
・
き
ゅ
う
券
」
の
利
用
は
、
平
成
27

年
３
月
31
日
（
火
）
ま
で
利
用
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。
期
限
を
過
ぎ
た
「
保
養

所
、
は
り
・
き
ゅ
う
券
」
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

早
め
に
御
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
健
康

増
進
に
努
め
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

利
用
期
限
に
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

緑
茶
は
、
乾
物
で
あ
る
た
め
湿
気

（
水
分
）
の
影
響
を
大
き
く
受
け
ま

す
。
さ
ら
に
同
じ
『
茶
』
で
あ
る
紅

茶
や
ウ
ー
ロ
ン
茶
な
ど
の
発
酵
さ
せ

た
お
茶
と
違
い
、
光
や
温
度
、
匂
い

な
ど
に
よ
っ
て
も
品
質
を
大
き
く
低

下
さ
せ
、
香
り
や
味
が
変
化
し
て
し

ま
う
、
デ
リ
ケ
ー
ト
な
飲
み
物
で
す
。

　

ま
た
、
美
味
し
く
な
く
な
る
と
い

う
こ
と
は
、
緑
茶
に
含
ま
れ
る
カ
テ

キ
ン
な
ど
の
成
分
も
別
の
化
合
物
に

変
わ
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
か
ら
、

現
在
の
取
組
で
検
証
し
て
い
る
健
康

増
進
効
果
に
つ
い
て
も
、
品
質
が
低

下
し
た
美
味
し
く
な
い
お
茶
か
ら
の

効
果
は
少
な
く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

①
湿
気
（
水
分
）

　

湿
気
を
吸
収
す
る
と
お
茶
の
成
分

の
酸
化
が
促
進
さ
れ
ま
す
。
お
茶
の

色
や
香
り
、
味
に
も
極
端
な
悪
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。

②
空
気
（
酸
素
）

　

直
接
空
気
に
ふ
れ
る
と
、
茶
に
含

ま
れ
る
葉
緑
素
や
カ
テ
キ
ン
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
な
ど
が
酸
化
し
て
、
色
や
香

り
に
影
響
し
ま
す
。

③
光
（
特
に
日
光
）

　

光
は
葉
緑
素
の
分
解
を
促
進
さ
せ

る
た
め
茶
葉
の
色
沢
を
変
化
さ
せ
る

原
因
と
な
り
ま
す
。

④
温
度
（
高
温
）

　

高
温
下
に
お
い
て
は
、
葉
緑
素
や

カ
テ
キ
ン
な
ど
の
酸
化
が
進
み
茶
葉

の
色
沢
や
お
茶
を
入
れ
た
と
き
の
変

化
が
進
み
ま
す
。

⑤
匂
い

　

お
茶
に
は
匂
い
を
吸
着
す
る
強
力

な
脱
臭
作
用
が
あ
る
た
め
、
周
囲
の

に
お
い
を
吸
収
し
て
、
味
や
香
り
に

大
き
く
影
響
し
ま
す
。

　

前
述
の
と
お
り
、
お
茶
は
様
々
な

要
因
に
よ
り
品
質
を
大
き
く
低
下
さ

せ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
長
く
美
味

し
く
飲
む
た
め
に
は
、
そ
の
特
徴
を

踏
ま
え
た
保
存
を
行
う
こ
と
が
大
切

に
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
開
封
前
の
保
存
方
法
で
す

が
、
お
茶
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
容

器
（
袋
）
は
、
空
気
や
湿
気
や
光
を

通
し
に
く
い
素
材
で
で
き
て
い
ま
す
。

真
空
パ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
場
合
も

多
い
の
で
、
常
温
で
の
保
存
で
も
大

丈
夫
な
の
で
す
が
、
夏
場
は
気
温
や

湿
度
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
多
い

こ
と
か
ら
、
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
で
の

保
存
が
望
ま
し
い
で
す
。
た
だ
し
、

冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
か
ら
出
し
て
す
ぐ

封
を
開
け
て
し
ま
う
と
、
そ
の
温
度

差
か
ら
湿
気
を
急
激
に
吸
収
し
て
し

ま
う
た
め
、
一
旦
常
温
に
戻
し
て
か

ら
開
封
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

開
封
後
は
、
品
質
低
下
を
抑
え
る

た
め
で
き
る
だ
け
早
め
に
飲
み
き
る

方
が
良
い
で
す
（
夏
季
は
半
月
以
内
、

冬
季
は
１
ヶ
月
く
ら
い
）。
開
封
し

た
も
の
を
保
存
す
る
場
合
に
は
、
で

き
る
だ
け
空
気
に
触
れ
さ
せ
な
い
様

に
す
る
た
め
、
茶
筒
な
ど
の
密
封
容

器
に
保
存
し
、
冷
蔵
庫
で
の
保
管
は

で
き
る
だ
け
避
け
て
（
完
全
に
密
封

さ
れ
て
い
な
い
と
冷
蔵
庫
の
中
の
匂

い
を
吸
収
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
変

質
し
て
し
ま
う
た
め
で
す
）、
直
接

日
の
当
た
ら
な
い
暗
く
涼
し
い
場
所

に
保
管
し
ま
す
。

　

お
茶
を
正
し
く
保
存
し
て
、
お
茶

に
秘
め
ら
れ
た
パ
ワ
ー
を
存
分
に
活

用
し
、
皆
様
の
健
康
増
進
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
！

お
茶
の
性
質

お
茶
の
品
質
が
低
下
す
る

要
因
と
影
響

お
茶
の
保
存
方
法



　
「
体
を
動
か
す
こ
と
が
お
っ
く
う
に

な
っ
た
な
～
」「
膝
や
腰
が
痛
い
！
」

な
ど
、
年
と
と
も
に
あ
ら
わ
れ
る
老
化

サ
イ
ン
を
「
仕
方
な
い
」
と
あ
き
ら
め

て
い
ま
せ
ん
か
？

　

そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
、
体
は
弱

り
、
趣
味
や
生
き
が
い
を
楽
し
む
意
欲

が
な
く
な
り
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
生

活
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

介
護
が
必
要
に
な
る
原
因
の
多
く
は
、

閉
じ
こ
も
り
や
病
気
で
し
ば
ら
く
寝
こ

む
な
ど
不
活
発
な
生
活
を
送
る
こ
と
で

全
身
の
心
身
機
能
が
低
下
す
る
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。
健
康
寿
命
を
延
ば
す

た
め
に
、
元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防

に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

※�

健
康
寿
命
と
は
心
身
と
も
に
自
立
し

健
康
的
に
生
活
で
き
る
期
間
の
こ
と
。

●�

一
日
10
分
！
体
を
動
か
す
時
間
を
増

や
す
。

●�

家
事
や
身
支
度
な
ど
生
活
動
作
を
増

や
す
（
例
：
自
分
で
で
き
る
よ
う
に

台
所
に
椅
子
を
置
き
調
理
を
す
る
な

ど
環
境
を
つ
く
る
）。

●�

趣
味
を
続
け
て
、
充
実
し
た
生
活
を

送
る
。

●
家
庭
や
地
域
で
の
役
割
を
も
つ
。

　

活
動
的
で
生
き
が
い
の
あ
る
自
分
ら

し
い
人
生
を
送
る
た
め
に
は
、
楽
し
み

な
こ
と
を
あ
き
ら
め
ず
に
続
け
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
市
で
行
わ

れ
て
い
る
介
護
予
防
事
業
を
積
極
的
に

活
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

市
で
は
、
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、

各
種
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

数
人
の
仲
間
と
始
め
た
い
、
地
域
で

集
ま
り
た
い
と
い
う
方
の
た
め
に
、
市

で
は
、
転
倒
予
防
教
室
「
ら
く
ら
く
体

保健・医療・健康に関する情報を発信！

Health up for Smile! 　保健師・栄養士メモ 
～ 

老
化
の
サ
イ
ン
を
「
仕
方
な
い
」
と
あ
き
ら
め
な
い
で 

～

元
気
な
う
ち
か
ら
は
じ
め
よ
う
！
「
介
護
予
防
」

志布志市健康カレンダー（３月・４月）
健（検）診や健康相談・育児相談をご利用ください。

健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
保健課  保健対策係  ℡：474 - 1111（内線 164 ～ 168）問

健
康
寿
命
を
の
ば
す
介
護
予
防

今月お話しするのは…

保健師の山中です！
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母子手帳の交付日は…
● 本庁　　　　：第１・第３水曜日の午後
● 松山支所　　：第２・第４水曜日の午前
● 志布志支所　：毎週月曜日の午前

 １歳６か月児健診【13：00 ～ 13：30 受付】

 ４月 15 日（水）：健康ふれあいプラザ

 ３歳児歯科検診【13：00 ～ 13：30 受付】

 ３月 19 日（木）：健康ふれあいプラザ
 ４月 23 日（木）：健康ふれあいプラザ

 乳児健診【13：00 ～ 13：30 受付】

 ４月８日（水）：健康ふれあいプラザ

 両親学級【９：20 ～９：30 受付】

 ４月 14 日（火）：健康ふれあいプラザ

 ５歳児歯科検診【13：00 ～ 13：30 受付】　

 ４月 22 日（水）：健康ふれあいプラザ

 ２歳児歯科検診【13：00 ～ 13：30 受付】

 ４月 10 日（金）：健康ふれあいプラザ
 ４月 17 日（金）：農村環境改善センター

 育児学級【９：30 ～ 10：00 受付】

  ３月 17 日（火）：宇都鼻農村研修センター

 育児相談【10：30 ～ 12：00 受付】

  ３月 17 日（火）：宇都鼻農村研修センター

 

２
月
に
行
わ
れ
た

５
歳
児
歯
科
検
診

で
、
虫
歯
も
処
置
歯

も
無
か
っ
た
子
ど
も

た
ち
で
す
！

珀
は く あ

亜 ちゃん

✚ ３月・４月の日曜・祝日当番医 ✚

３月

４月

15 日 藤後クリニック （内科） ℡ 472-1237

さくらやまクリニック （泌尿器科、内科） ℡ 472-1100

21 日 みやじクリニック （内科、放、呼、胃） ℡ 471-5000

22 日 ひろた小児科 （小児科） ℡ 471-6111

びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科） ℡ 477-1212

29 日 山口内科 （内科） ℡ 473-1188

はまさき耳鼻咽喉科 （耳鼻咽喉科） ℡473-3387

※�夜間に病気やケガで困ったときは「曽於医師会夜間急病セ

ンター（℡：482-5899)」までお問い合わせください。

※�都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機関は、電話での

テープ案内（℡ 0986-23-5555）をご活用ください。

※�受診すべきか判断がつかない場合は大隅広域夜間急病セン

ター電話相談（℡ 0994-45-4119）をご利用ください。

操
教
室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
保
健

師
や
看
護
師
、
管
理
栄
養
士
、
歯
科
衛

生
士
と
一
緒
に
、
身
近
な
方
と
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
保

健
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
で
は
、
65
歳
以
上
の
方
に

は
、
質
問
票
を
配
布
し
、
該
当
者
に
は

二
次
予
防
教
室「
元
気
は
つ
ら
つ
教
室
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

教
室
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
体
力
が

向
上
す
る
だ
け
で
な
く
、
仲
間
と
一
緒

に
笑
い
、
心
も
体
も
元
気
に
な
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

質
問
票
に
よ
り「
元
気
は
つ
ら
つ
教
室
」

を
紹
介
さ
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

み
て
く
だ
さ
い
！

※�

詳
し
い
こ
と
や
、
ご
不
明
な
点
に
つ

い
き
ま
し
て
は
、
保
健
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健
けんしん

心 ちゃん紗
さ と

都 ちゃん公
こうえい

瑛 ちゃん

元
気
で
長
生
き
の
秘
訣

仲
間
と
集
ま
っ
て
、
介
護
予
防
を

は
じ
め
ま
せ
ん
か

イライジャ ちゃん 尚
しょうま

磨 ちゃん滉
こうせい

生 ちゃん蒼
あおし

 ちゃん 遥
は る ひ

陽 ちゃん

続
き
は
39
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
！

５日 陽春堂内科診療所 （内科） ℡ 472-5511

びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科） ℡ 477-1212

12 日 ひろた小児科 （小児科） ℡ 471-6111

みやじクリニック （内科、放、呼、胃） ℡ 471-5000

19 日 手塚クリニック （内科、外科） ℡472-5565

はまさき耳鼻咽喉科 （耳鼻咽喉科） ℡473-3387

友
ゆ い

愛 ちゃん
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現
国
会
に
て
審
議
検
討
さ
れ
て
い
る
地

方
創
生
（
正
式
名
称
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
」）
の
本
質
的
命
題
、「
出
産
・

育
児
の
し
や
す
い
地
方
へ
の
若
年
層
の
居

住
者
を
増
や
し
人
口
を
増
加
す
る
こ
と
」

の
達
成
の
た
め 

①
若
年
雇
用
を
創
出
し
（
し
ご
と
）

②
人
財
を
誘
致
・
育
成
し
（
ひ
と
）

③�

結
婚
・
出
産
・
育
児
の
し
や
す
い
地
域

社
会
を
つ
く
る
こ
と
（
ま
ち
）

の
観
点
か
ら
志
布
志
が
向
か
う
べ
き
取
組

に
つ
い
て
、
前
回
ま
で
連
載
し
て
い
る
内

容
を
進
め
ま
す
。

　

国
策
が
示
す
地
方
創
生
の
テ
ー
マ
で
あ

る
、「
人
口
流
出
の
低
減
」、「
流
入
す
な

わ
ち
移
住
定
住
の
誘
致
」
か
ら
「
結
婚
・

出
産
・
育
児
」
ま
で
、
そ
の
す
べ
て
に
お

い
て
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
『
若
者
に
魅

力
あ
る
仕
事
づ
く
り
と
定
住
化
』
で
す
。

　

私
た
ち
ふ
じ
や
ま
学
校
メ
ン
バ
ー
含

め
、
志
布
志
市
は
農
業
公
社
研
修
制
度
に

よ
る
ピ
ー
マ
ン
農
家
就
業
者
の
方
た
ち
な

ど
、
全
国
的
に
も
特
色
の
あ
る
『
仕
事
づ

く
り
と
定
住
化
』
が
進
ん
だ
、 

Ｕ

※

・
Ｉ
・

Ｊ
タ
ー
ン
者
の
多
い
地
域
で
あ
る
こ
と
が

最
近
、
各
方
面
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

※�

Ｕ
タ
ー
ン
：
出
身
地
（
主
に
地
方
）
を

離
れ
、
他
エ
リ
ア（
主
に
都
市
部
）へ
移

住
・
就
学
、
就
業
後
に
出
身
地
へ
戻
る

こ
と
。

※�

Ｊ
タ
ー
ン
：
出
身
地
（
主
に
地
方
）
を

離
れ
他
エ
リ
ア（
主
に
都
市
部
）へ
移
住
・

就
学
、
就
業
後
に
出
身
地
近
く
の
エ
リ

ア（
主
に
地
方
都
市
）に
移
住
す
る
こ
と
。

※�

Ｉ
タ
ー
ン
：
出
身
地（
主
に
都
市
部
）
か

ら
他
エ
リ
ア（
主
に
地
方
）
へ
移
住
定
住

す
る
こ
と
。

　

前
回
コ
ラ
ム
掲
載
後
の
平
成
27
年
２
月

18
日
付
の
「
東
京
新
聞
」、
同
日
の
「
Ｔ

Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
」
お
昼
の
看
板
番
組
で
も
、

全
国
ネ
ッ
ト
で
志
布
志
の
地
方
創
生
の
取

組
が
特
集
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
特

に
着
眼
さ
れ
て
い
る
の
が
、
実
際
に
志
布

志
市
に
定
住
し
て
い
る
人
の
仕
事
と
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
で
す
。

そ
れ
ら
を
大
き
く
集
約
す
る
と

●�

好
き
な
仕
事
（
得
意
な
仕
事
）
を
す
る

の
か

●�

仕
事
を
し
て
い
る
自
分
（
余
暇
を
含
め

た
生
活
全
般
）
が
好
き
な
の
か

の
２
つ
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
移
住
定
住
者
に
と
っ
て
魅
力
的

な
生
活
を
支
え
る
風
土
が
志
布
志
に
は
確

か
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

本
コ
ラ
ム
で
も
様
々
な
角
度
か
ら
述
べ

て
き
ま
し
た
そ
の
志
布
志
の
価
値
に
も
あ

ら
た
め
て
言
及
し
な
が
ら
『
若
者
に
魅
力

あ
る
仕
事
づ
く
り
と
定
住
化
』
に
つ
い
て

引
き
続
き
書
き
綴
っ
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

コラムニスト：ふじやま学校 代表取締役 坂本貴弘　神奈川県出身。志布志ブランド推進アドバイザーとしてブランド作りに携わる。東京大学卒業。

Shibushi Brands News 

こころざし ブランド通信

　

志
布
志
発
の
情
報
発
信
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

「
シ
シ
ガ
ー
デ
ン
」
を
た
く
さ
ん
の
新
聞
、
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
そ

れ
を
見
た
大
勢
の
方
が
「
志
布
志
市
っ
て
ど
ん

な
ま
ち
な
ん
だ
ろ
う
？
」
と
関
心
を
持
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
何
人
か
の
若
い
人
か
ら

「
志
布
志
に
住
み
た
い
」「
シ
シ
ガ
ー
デ
ン
で
働

き
た
い
の
だ
け
ど
募
集
し
て
い
ま
す
か
？
」
な

ど
の
嬉
し
い
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
シ
シ
ガ
ー
デ
ン
」
は
志
布
志
市
の
色
々
な

情
報
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
志
布
志
市
に
観
光

に
来
て
も
ら
っ
た
り
、
志
布
志
市
の
特
産
品
を

買
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
志
布
志
市
の
た
く
さ

ん
あ
る
自
然
や
人
や
歴
史
な
ど
の
魅
力
を
伝
え

る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
更

に
、
高
齢
化
、
過
疎
化
の
進
む
地
域
社
会
に
お

い
て
、
古
き
良
き
も
の
を
紡
ぎ
、
新
し
い
若
者

文
化
と
融
合
し
た
未
来
の
日
本
の
雛
形
に
な
る

ま
ち
を
創
る
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
、
真
剣
に

考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
必
要
と
な
る
の
は
、
古
く
か
ら
伝
え

ら
れ
て
き
た
知
恵
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
高
齢
者

の
方
と
、
そ
れ
を
受
け
継
い
で
新
し
い
も
の
を

創
る
若
い
人
た
ち
で
す
。
し
か
し
、
現
実
で
は

若
い
人
た
ち
は
刺
激
あ
る
環
境
、
楽
し
い
環
境

を
求
め
て
ど
ん
ど
ん
首
都
圏
に
出
て
行
き
、
高

齢
化
社
会
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
で
す
か
ら
若

者
の
多
い
ま
ち
に
す
る
に
は
「
志
布
志
か
ら
転

出
す
る
若
者
を
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
」
と
「
首

都
圏
に
住
む
若
者
に
志
布
志
に
移
住
し
て
も
ら

い
、
結
婚
し
て
子
供
を
産
ん
で
も
ら
う
こ
と
」

が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

例
え
ば
志
布
志
出
身
の
１
人
の
若
者
が
都
会

に
出
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
デ
ザ
イ
ン
、
広

告
、
音
楽
関
係
、
テ
レ
ビ
関
係
な
ど
の
仕
事
に

就
い
た
と
し
ま
す
。
や
が
て
彼
は
結
婚
を
し
ま

す
が
、
志
布
志
に
戻
っ
て
も
同
じ
よ
う
な
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
仕
事
は
無
い
た
め
、
そ
の
ま
ま

キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
て
都
会
で
暮
ら
し
続
け
ま
す
。

し
か
し
、
も
し
志
布
志
に
と
て
も
活
性
化
し
て

魅
力
的
な
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
仕
事
が
あ
っ

た
ら
、
彼
は
帰
っ
て
来
て
ふ
る
さ
と
に
貢
献
す

る
可
能
性
が
高
く
な
る
は
ず
で
す
。

　
「
シ
シ
ガ
ー
デ
ン
」
が
こ
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
、
音
楽
、
ア
ー
ト
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

と
い
っ
た
若
者
文
化
を
創
造
す
る
仕
掛
け
を
番

組
や
サ
イ
ト
か
ら
発
信
し
、
更
に
ウ
ェ
ブ
か
ら

飛
び
出
て
ア
ー
ト
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ミ

ナ
ー
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
配
信
し
、
若
い

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
育
て
る
こ

と
、
ま
た
育
て
ら
れ
る
環
境
を
創
る
こ
と
を
続

け
て
い
け
ば
、
10
年
後
、
20
年
後
の
未
来
に
は

志
布
志
は
古
き
良
き
伝
統
と
新
し
い
若
者
文
化

の
融
合
し
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
ま
ち
に
な
っ
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
情
報
発
信
の
内
容
を
よ

り
充
実
さ
せ
、
そ
れ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
、

そ
し
て
な
に
よ
り
学
生
さ
ん
や
子
ど
も
た
ち
に

番
組
を
創
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
記
事
を
書
い
て

も
ら
っ
た
り
、
出
演
し
て
も
ら
っ
た
り
、
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
に
触
れ
る
機
会
を
ど

ん
ど
ん
創
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
て
、
色
々
な
企
画
を

練
っ
て
い
ま
す
。
中
学
校
や
高
校

の
放
送
部
の
よ
う
に
、
自
分
た
ち

の
動
画
番
組
を
創
っ
て
、
そ
の
生

き
生
き
と
し
た
様
子
を
シ
シ
ガ
ー

デ
ン
か
ら
内
外
に
伝
え
て
い
く
事

の
中
に
新
た
な
希
望
が
観
え
て
く

る
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

だ
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
情
報
が

広
が
っ
て
い
る
現
代
で
す
か
ら
、

「
都
会
に
住
ん
で
い
な
い
と
で
き

な
い
こ
と
」
な
ど
本
当
は
何
も
な

い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
む
し
ろ
、

フ
ル
デ
ジ
タ
ル
な
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
、
デ
ザ
イ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
た
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
美
し
き
自
然
、

安
全
で
日
本
で
一
番
美
味
し
い
食

べ
物
、
温
か
い
志
を
持
つ
人
々
な

ど
、
そ
の
全
て
を
持
っ
て
い
る
の

は
都
会
で
は
な
く
志
布
志
で
あ
る

こ
と
を
志
布
志
の
方
に
も
都
会
の

方
に
も
知
っ
て
い
た
だ
き
、「
日

本
で
一
番
素
敵
な
ま
ち
、
志
布
志

に
住
ん
で
み
た
い
な
」
と
移
住
を

考
え
て
く
れ
る
人
を
増
や
す
た
め

に
も
、
シ
シ
ガ
ー
デ
ン
は
志
布
志

の
魅
力
を
発
信
し
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

シシガーデン：　http://sisi-garden.com/ 　　　シシペディア：　http://sisipedia.sisi-garden.com/
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～ 『志』・季・折・々 ～
市内の美しい風景や、歴史・文化を感じさせて

くれるもの等を写真でご紹介します。

読者の皆様からの写真のご提供も、

お待ちしています。

【今月の１枚：安楽神社の春祭り・田打ち】

文
芸

Japanese Poem of 31syllables 
*Haiku Poem*Comic Haiku*

川
柳
（
志
布
志
川
柳
会
）

飽
き
も
せ
ず  

日
本
力
士
の  

台
頭
論	

　
　
末
永
　
一
雄

目
が
冴
え
て  

淋
し
い
夜
の  

一
人
酒	

　
　
赤
池
　
忠
重

錆
び
た
脳  

五
七
五
句
作  

活
性
化	

　
　
高
田
　
秀
雄

難
病
に  

希
望
の
薬  

明
日
が
見
え	

　
　
上
東
マ
キ
エ

つ
ら
く
て
も  

希
望
を
糧
に  

生
い
き
る

老
い	

　
　
江
藤
　
房
子

さ
さ
や
か
な  

希
望
に
生
き
る  

老
い
の
趣
味	

　
　
髙
田
　
昭
秋

一
目
ボ
レ  

希
望
か
な
っ
て  

若
返
り	

　
　
内
山
　
幸
夫

短
歌
（
南
船
志
布
志
短
歌
会
）

除
夜
の
鐘
「
忍
び
て
悔
い
な
し
」
と
高
倉
健
は
永
遠
の
旅
に
で
た	

　
暉
峻
　
康
瑞

空
と
海
一
体
と
な
り
暮
れ
な
ず
む
冬
の
夕
陽
に
吾
も
溶
け
ゆ
く	

　
池
ノ
上
一
枝

鳴
き
声
も
流
れ
る
如
し
群
鳥
を
朝
の
窓
よ
り
眼
に
追
ひ
を
り	

　
川
井
田
登
志
子

子
や
孫
の
帰
省
は
無
く
も
す
こ
や
か
な
あ
の
子
こ
の
子
の
声
こ
れ
丈
で
よ
い	

　
林
　
　
靜
子

ス
ロ
ー
ス
ロ
ー
窓
を
明
け
る
も
一
仕
事
入
り
来
る
風
に
あ
り
が
と
サ
ン
キ
ュ
ー	

　
平
川
　
澄
子

歌
を
詠
む
気
持
ち
に
さ
せ
る
歌
の
在
り
詠
み
て
し
ば
ら
く
鉛
筆
を
持
つ	

　
益
倉
　
睦
美

広
き
庭
草
は
し
げ
れ
ど
空
気
よ
き
田
舎
は
心
を
な
ご
ま
せ
く
る
る	

　
松
下
　
芙
美

健
康
が
と
り
え
の
自
負
ど
こ
え
や
ら
唐
突
の
目
眩
に
心
し
ぼ
め
り
　	

　
宮
原
　
順
子

屠
蘇
を
汲
む
席
に
受
験
生
一
人
欠
け
気
掛
り
孫
に
柏
手
重
ぬ	

　
山
田
　
和
子

久
し
く
に
復
活
し
た
る
運
動
会
孫
曾
孫
と
の
新
た
な
る
集
い	

　
山
元
ハ
ツ
ミ

家
々
は
未
だ
さ
め
や
ら
ず
さ
え
ざ
え
と
半
月
の
み
が
冷
た
く
光
る	

　
若
松
田
鶴
子

短
歌
（
は
な
さ
い
短
歌
会
）

雛
壇
に
暁
の
光
は
忍
び
寄
り
官
女
の
舞
の
袖
ひ
る
が
え
す	

南
　
　
史
郎

春
先
の
寒
の
強
さ
を
良
し
と
し
て
ヤ
マ
ネ
絞
り
は
大
き
く
咲
い
て	

渡
辺
ク
ミ
子

二
枚
貝
の
絵
て
が
み
な
ぞ
れ
ば
湿
り
い
て
北
の
無
念
を
伝
う
冷
え
あ
り	

日
高
　
禎
子

春
雨
に
紅
梅
散
り
て
一
面
に
ピ
ン
ク
の
絨
毯
飽
か
ず
眺
め
る	

江
蔵
　
成
子

夕
べ
一
つ
大
風
吹
い
て
冬
が
去
り
明
け
て
花
咲
き
鳥
鳴
く
う
ら
ら	

内
山
　
幸
夫

水
仙
に
負
け
じ
と
梅
の
咲
き
ほ
こ
り
稚
児
に
優
れ
る
天
津
乙
女
を	

篠
田
　
紀
子

手
作
り
の
自
慢
の
品
を
持
ち
寄
っ
て
今
日
も
賑
わ
う
高
齢
者
サ
ロ
ン	

有
馬
ケ
イ
子

春
雨
に
け
ぶ
る
港
に
外
国
船
共
に
栄
え
と
告
げ
る
船
唄	

東
郷
ミ
イ
子

修
行
終
え
真
鶴
帰
る
春
午
前
シ
ベ
リ
ア
湿
原
餌
な
し
で
待
つ	

中
園
　
茂
甚

過
ぎ
こ
し
の
七
十
余
年
は
黙
し
つ
つ
褪
せ
た
雛
ひ
い
な
の
残
す
く
れ
な
い	

西
　
　
恭
子
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１
月
31
日
と
２
月
14
日
、
志
ふ
れ

あ
い
交
流
館
で
、
有
限
会
社
ノ
ー

テ
ィ
ス
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
猿
川

裕
子
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス（
Ｄ

Ｖ
）
被
害
者
支
援
講
座
」
を
２
回
に

わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
民
や
Ｄ
Ｖ
被
害
者
に

関
わ
る
機
会
の
多
い
方
を
対
象
に
、

Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
の
理
解
と
被
害
者
を

支
援
す
る
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

第
1
回
目
は
「
Ｄ
Ｖ
被
害
者
に
寄

り
添
う
た
め
に
～
Ｄ
Ｖ
の
理
解
に
向

け
て
～
」、
第
２
回
目
は
「
Ｄ
Ｖ
被

害
者
に
寄
り
添
う
た
め
に
～
Ｄ
Ｖ
被

害
者
支
援
～
」
と
い
う
演
題
で
講
演

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
１
回
の
講
座
で
は
、
Ｄ
Ｖ
の
社

会
的
背
景
、
種
類
、
本
質
、
子
ど
も

へ
の
影
響
、
現
状
に
つ
い
て
、
第
２

回
の
講
座
で
は
、
被
害
者
支
援
の
視

点
、
支
援
者
の
基
本
姿
勢
、
実
際
の

支
援
の
流
れ
や
ポ
イ
ン
ト
、
支
援
者

自
身
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
な
ど
に
つ

い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

２
回
の
講
座
を
通
じ
て
、
受
講
生

か
ら
は
、「
Ｄ
Ｖ
と
そ
の
支
援
に
つ

い
て
具
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
」、「
Ｄ
Ｖ
は
家
庭
的
な
問

題
で
あ
る
と
同
時
に
、
社
会
的
な
問

題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き

た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

県
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
て
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動

を
行
っ
て
い
た
だ
く
「
男
女
共
同
参

画
地
域
推
進
員
」
を
委
嘱
し
て
い
ま

す
。
本
市
で
は
、
２
月
８
日
に
、
川

畑
充
子
さ
ん
、
坂
ノ
上
き
よ
子
さ
ん
、

飯
野
直
子
さ
ん
が
知
事
の
委
嘱
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
委
嘱
の

日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
で

す
。
今
後
は
、
地
域
に
お
い
て
市
や

関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
男
女
共
同

参
画
の
視
点
に
立
っ
た
活
動
や
市
民

へ
の
情
報
提
供
な
ど
、
男
女
共
同
参

画
の
推
進
に
係
る
活
動
を
行
い
ま
す
。

本庁 企画政策課 男女共同参画推進室　℡：474-1111（内線 250・255）問

男
ひ と

女がともに認め合い、いきいきと輝くまちをつくろう

もっと身近に！

男女共同参画

今月の納税

　口座振替をされる方は、口座振替日の前日
までに残高確認をお願いします。

※�納税証明等の交付について

　金融機関等で納付してから市役所で納付確
認ができるまで、約１週間程度かかる場合が
あります。納付後、早急に納税証明等が必要
な場合は領収書等をお持ちのうえ、交付請求
してくださいますようお願いします。 本庁  税務課　℡：474-1111　滞納整理係（内線 152・153） 

収納管理係（内線 147・148）問

志布志市の税金に関することや滞納処分の状況をご紹介します。

平成26年度 滞納処分等実施状況について
　

生
活
状
況
に
よ
り
一
度
に
納
税
す
る

こ
と
が
困
難
な
方
や
失
業
・
病
気
等
で

収
入
が
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

庁
・
各
支
所
の
税
務
窓
口
で
納
税
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　特別な理由もなく滞納を続けられますと、他の納税者との公平を保ち、

大切な市税を確保するため、財産（給与、預金、不動産など）を差し押

さえることになります（法律では、「督促状を発した日から起算して 10

日を経過した日までに完納しないとき」は、「財産を差し押さえなけれ

ばならない」と定められています）。

◆
女
性
支
援
相
談
室
（
13
時
～
17
時
）

●
４
月
１
日
（
水
）

  

志
布
志
支
所
５
Ｆ
会
議
室

●
４
月
15
日
（
水
）

  

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◆
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０
‐
７な

や

む

８
６
‐
０お

ご

じ

ょ

５
４

　

 

（
月
～
金 

８
時
30
分
～
17
時
）

　

Ｄ
Ｖ
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
で
悩
ん
で
い
ま
せ

ん
か
？ 

相
談
無
料
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

本庁  税務課 滞納整理係 ℡：474-1111（内線 152・153） 問

◆差押えを実施した件数
　（平成 26 年度 ４月～２月）1 3 2 件
差押えの内容：
●債　権：54 件　●預貯金：56 件

●不動産：18 件　●給　与：３ 件

●動　産：１件

「ドメスティック・バイオレンス被害者支援講座」を開催
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Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
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鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画

 

地
域
推
進
員
の
紹
介写真左：飯野 直子 さん

写真中：坂ノ上 きよ子 さん
写真右：川畑 充子 さん

駅からはじまるまちづくり　〜 健全な駅をつくり、動かすためのプランニング 〜

　志布志駅は現在、賑わいの拠点として、また市の顔として新しい姿に生まれ変わろうとしています。今回４回目と
なる志布志サロンでは、より具体的に駅の運営や機能について計画を語り合う予定です。新しい志布志駅の運営や活用、
またビジネスに可能性を感じている市民の皆様は、ぜひご参加ください。なお、このサロンは主旨に賛同される前向
きな方々の集まりにするため、茶菓子代として参加料をいただいています。皆様のご参加をお待ちしています。

◆日時・場所：３月 23 日（月）18 時 30 分 ～ 21 時　サンポートしぶしアピア
◆参加料：500 円（ドリンク付）

■問い合わせ先：志布志市役所  港湾商工課  474-1111（内線 284）

平成 27 年度の納付書等の送付について

平成26年度「県・市町合同公売会」の結果について

　国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者

医療保険料・市県民税の随期がある場合があ

ります。納期限内納付をお願いします。

 　なお、納期限内の納付が難しい場合などは、

必ず納税相談をお願いします。

　1 月 28 日、かごしま県民交流センターで合同公売会が開催されました。この公売

会は、地方税（県税及び市町村税）の滞納により、各自治体が差し押さえた財産を

入札及び競り売りにより売却し、滞納税に充てるものです。

◆入場者数： 548 人　

◆落札結果：【全体】最終出品数 465 件、落札物件数 399 件　総売却価額 1,257,487 円

　　　　　　【志布志市】最終出品数   1 件、落札物件数  1 件　総売却価額  62,000 円

◆参加団体：�鹿児島地域振興局（県）、鹿屋市、枕崎市、日置市、霧島市、垂水市、

　　　　　　伊佐市、いちき串木野市、志布志市、南九州市、姶良市、さつま町、

　　　　　　大崎町、屋久島町、徳之島町（14 市町）

Tax Information

税の広場

平成 27 年度の市税等の納付書等につきましては、それぞれの税目の具体的な発送方法についてお知らせします。

◆固定資産税：５月に第１期分から第４期分までをまとめて送付します。

◆軽自動車税：５月に全期分を送付します（軽自動車税は、圧着ハガキの納付書です）。

◆市県民税：６月に第１期分から第４期分までをまとめて送付します。

◆�国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料：４月に第１期分と第２期（仮算定）分を、７月に第３期分から
第 10 期（本算定）分までを送付します。

●�年度途中で各税目等に異動があった場合は、税額を変更した納税通知書が改めて送付されます。二重納付にならないよう、
また、前の納付書で納付されないよう、納税の際には十分御確認をお願いします。

●�平成 27 年度の納付書等の管理をするため、「納付書等保管袋」をお渡しします。保管、納税の確認に御利用ください。



みんなが主役
交通安全

知っ得！
年金
インフォメーション

　

32
年
間
も
の
長
き
に
わ
た
り
、
消
防

団
員
と
し
て
地
域
の
安
全
を
守
っ
て
こ

ら
れ
た
鍋
迫
健
二
さ
ん
。
地
域
の
方
の

勧
め
も
あ
り
、
消
防
団
を
辞
め
ら
れ
る

と
同
時
に
、
交
通
安
全
協
会
員
と
し
て

の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
は
啓
発
が
大
事
と
い
う
こ

と
で
、
自
家
用
車
に
は
交
通
安
全
の
ス

テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
、
車
を
走
ら
せ
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
立
哨
活
動
に
も
積
極
的

で
、
月
に
数
回
、
子
ど
も
た
ち
の
通
学

時
間
に
横
断
歩
道
で
の
見
守
り
の
活
動

を
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

交
通
安
全
協
会
の
活
動
を
続
け
て
７

年
に
な
る
鍋
迫
さ
ん
。
続
け
て
こ
ら
れ

た
の
は
「
地
域
へ
の
思
い
」
だ
そ
う
で

す
。「
消
防
団
で
活
動
し
て
い
る
と
き

か
ら
、
地
域
の
た
め
に
と
い
う
思
い
は

変
わ
ら
な
い
。
そ
う
い
う
気
持
ち
を
持

つ
こ
と
が
周
り
へ
の
思
い
や
り
に
変
わ

り
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
繋
が
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
運
転
の
マ
ナ
ー

に
つ
い
て
「
運
転
中
の
携
帯
電
話
使
用

が
目
に
付
き
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
を

し
っ
か
り
守
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て

欲
し
い
。
そ
の
た
め
に
も
若
い
人
た
ち

に
も
法
令
講
習
会
な
ど
に
参
加
し
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
」
と
事
故
の
無
い
ま

ち
づ
く
り
へ
の
思
い
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

過
去
２
年
間
に
国
民
年
金
保
険
料

の
未
納
期
間
が
あ
る
方
へ

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
が
で
き

る
対
象
期
間
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

　

国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い
と
き

や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
、
保
険

料
の
免
除
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
平
成
26
年
４
月
か
ら
は
、
過
去
２

年
１
か
月
分
の
免
除
申
請
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。　
　
　

　

こ
れ
ま
で
は
、
過
去
分
の
国
民
年
金

保
険
料
の
免
除
が
受
け
ら
れ
る
期
間
は
、

申
請
の
直
前
の
７
月
（
学
生
納
付
特
例

は
直
前
の
４
月
）
ま
で
の
１
年
以
内
で

し
た
。
平
成
26
年
４
月
か
ら
は
、
申
請

時
点
の
２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で
申

請
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

失
業
な
ど
の
特
例
免
除
の
対
象
期
間
も

拡
大
さ
れ
ま
す

　

災
害
・
失
業
な
ど
を
理
由
と
し
た
免

除
（
特
例
免
除
と
い
い
ま
す
）
は
、
こ

れ
ま
で
は
、
申
請
時
点
の
年
度
ま
た
は

前
年
度
に
災
害
・
失
業
な
ど
の
理
由
が

あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

平
成
26
年
４
月
か
ら
は
、
災
害
・
失
業

な
ど
の
前
月
か
ら
災
害
・
失
業
な
ど
が

あ
っ
た
年
の
翌
々
年
６
月
ま
で
の
期
間

に
つ
い
て
、
特
例
免
除
の
申
請
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

月
額
１
万
５
５
９
０
円
で
す

　

国
民
年
金
の
平
成
27
年
度
の
保
険

料
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
月
額
あ
た

り
３
４
０
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
月
額

１
万
５
５
９
０
円
に
な
り
ま
す
。
保
険

料
を
口
座
振
替
に
す
る
と
、
振
込
の
手

間
や
納
め
忘
れ
が
な
く
な
り
、
大
変
便

利
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
市
民
環
境
課　

年
金
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
１
１
６
）

●
鹿
屋
年
金
事
務
所

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
２
‐
５
１
２
１

知ってる？
消費生活
相談

◆�

架
空
請
求
：
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
な
ど

で
、
利
用
料
金
や
利
用
規
約
が
明
示

さ
れ
て
お
ら
ず
、
ク
リ
ッ
ク
す
る

と
「
契
約
完
了
」
な
ど
と
表
示
さ
れ
、

高
額
な
料
金
を
請
求
さ
れ
る
も
の
。

●�

対
策
：
迷
惑
メ
ー
ル
の
受
信
拒
否
や
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
変
更
、「
法
的

措
置
を
と
る
」
な
ど
と
脅
さ
れ
て
も

無
視
す
る
こ
と
で
す
。

◆�

キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
：
駅
前
や
繁
華

街
の
路
上
で
「
無
料
体
験
」「
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
な
ど
と
称
し
て
事
務

所
へ
連
れ
て
い
き
、
し
つ
こ
く
勧
誘

し
、
不
安
を
あ
お
り
、
帰
れ
な
い
状

況
に
し
て
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
契
約

さ
せ
る
も
の
。

●�

対
策
：
安
易
に
個
人
情
報
を
伝
え

な
い
、
う
ま
い
話
を
安
易
に
信
用

し
な
い
、
家
族
に
も
意
見
を
聞
き
、

慎
重
に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

◆�

マ
ル
チ
商
法
：
友
人
等
に
「
必
ず

儲
か
る
」
な
ど
と
誘
わ
れ
て
販
売

組
織
に
入
会
し
た
人
が
さ
ら
に
別

な
人
を
加
入
さ
せ
る
と
利
益
が
得

ら
れ
る
仕
組
み
の
商
法
。

●�

対
策
：「
絶
対
も
う
か
る
」
と
い
う

勧
誘
に
は
乗
ら
な
い
、
仕
組
み
を

理
解
で
き
な
い
も
の
は
契
約
し
な

い
こ
と
で
す
。
強
引
な
勧
誘
で
人

間
関
係
が
壊
れ
る
こ
と
も
。
友
達

を
大
切
に
。

※�

「
絶
対
儲
か
る
」、「
格
安
」
な
ど
、

う
ま
い
話
を
安
易
に
信
用
せ
ず
、

そ
の
場
で
契
約
し
な
い
よ
う
に
！

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●�

消
費
生
活
相
談
窓
口

　
（
港
湾
商
工
課  

商
工
振
興
係
）

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
８
９
）

皆でつくろう
「共生・協働・自立」
のまち

催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
委
員
会
の
中
か
ら
、
安
楽
、

蓬
原
、
野
神
、
山
重
の
４
地
区
を
視
察

し
、
近
年
行
っ
た
事
業
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
の
代
表
者
か
ら
活
動
の

経
緯
や
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、

特
性
を
活
か
し
た
取
組
に
、
参
加
し
た

各
委
員
は
興
味
深
く
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
地
活
動
報
告
会
後
に
は
、

意
見
交
換
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
地

区
で
研
修
し
た
内
容
や
、
活
動
す
る
に

あ
た
っ
て
の
課
題
・
成
果
や
来
年
度
に

向
け
た
新
た
な
取
組
の
紹
介
を
し
て
い

た
だ
き
、
活
発
な
質
疑
応
答
や
情
報
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員
会
は
、
地
域

の
資
源
や
伝
統
を
活
か
し
な
が
ら
、
地

域
活
性
化
に
向
け
た
取
組
を
行
い
、
魅

力
の
あ
る
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
お
住
ま
い
の

地
区
の
活
動
に
、
一
度
参
加
さ
れ
て
は

い
か
が
で
す
か
。
た
く
さ
ん
の
方
々
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

企
画
政
策
課　

地
域
政
策
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
５
７
）

　

２
月
18
日
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員

会
の
現
地
活
動
報
告
会
が
行
わ
れ
、
ふ

る
さ
と
づ
く
り
委
員
会
、
共
生
協
働
推

進
委
員
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
連
絡
協
議
会
の

各
委
員
、
市
サ
ポ
ー
ト
職
員
合
わ
せ
て

37
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
内
各
地
区
の
取
組
を
現

地
研
修
す
る
こ
と
で
、
来
年
度
以
降
へ

の
参
考
に
し
、

地
域
間
、
ま

た
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
の
連
携
・

交
流
の
き
っ

か
け
づ
く
り

に
す
る
こ
と

を
目
的
に
開

交 通 事 故 状 況  平成 27 年 1 月末現在

区　分 鹿児島県 志布志市

発生件数 668【-39】 19【+7】

死者数 8【-4】 0【0】

傷者数 798【-30】 21【+8】

　※【　】は昨年比

鍋迫 健二 さん
（鹿児島県交通安全協会

志布志地区協会 有明支部）

若
者
に
多
い
契
約
ト
ラ
ブ
ル

消 

費 

者 

ホ 

ッ 

ト 

ラ 

イ 

ン　

℡
：
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
３
７
０

ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員
会

 

現
地
活
動
報
告
会
・
意
見
交
換
会
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郵便はがき

お手数ですが

切手をお貼り

ください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、「ペンネームなし」で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　 ）　　　  －

（No.111/2015-3）

　今月の読者プレゼントは、お

便りをくださった方の中から抽

選で、ひまわり券 5 枚と、蓬の

郷 レ ス ト ラ ン せ せ ら ぎ 亭 か ら

「蓬の郷入浴券とドリンク券セッ

ト」をプレゼントします！（詳

しくは２ページをご覧ください）

ぜひ、ご応募ください！

　

今
月
は
志
布
志
町
に
お
住
ま

い
の
金
夫
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　

志
布
志
町
の
ご
出
身
で
、「
楽

は
苦
の
元
、
苦
は
楽
の
元
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
農
業
を
営
ん
で

き
た
金
夫
さ
ん
。
特
に
た
ば
こ

は
40
年
以
上
、
栽
培
に
携
わ
っ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
近
く
に
住

む
息
子
さ
ん
ご
夫
婦
が
そ
の
跡

を
継
ぎ
、
現
在
で
は
お
孫
さ
ん

が
そ
の
後
継
者
と
し
て
、
金
夫

さ
ん
が
始
め
た
農
業
を
頑
張
っ

て
い
ま
す
。「
農
家
は
本
当
に

大
変
。
で
も
、
孫
が
３
代
目
と

し
て
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
て
、
本
当
に
嬉
し

い
」
と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
す
。

　

元
気
の
秘
訣
を
伺
う
と
、

「
じ
っ
と
し
て
い
な
い
こ
と
」

だ
そ
う
で
、料
理
・
洗
濯
か
ら

庭
の
草
取
り
ま
で
、
金
夫
さ
ん

自
身
が
家
事
の
ほ
と
ん
ど
を
行

い
ま
す
。
昨
年
９
月
に
車
の
免

許
を
返
納
し
ま
し
た
が
、
そ
の

後
も
電
動
カ
ー
で
の
散
歩
と
、

お
墓
参
り
は
欠
か
し
ま
せ
ん
。

　

賑
や
か
に
お
話
さ
れ
る
金
夫

さ
ん
は
「
人
と
話
す
こ
と
が
趣

味
」
と
い
う
ほ
ど
の
話
好
き
で
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
く
こ
と
が

今
の
楽
し
み
だ
そ
う
で
す
。
ま

た
音
楽
を
聴
く
こ
と
が
好
き
で
、

ラ
ジ
オ
を
よ
く
聴
い
て
い
る
と

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

冗
談
を
交
え
な
が
ら
笑
顔
を

絶
や
さ
ず
話
を
さ
れ
る
金
夫
さ

ん
。
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
！

金夫 さん (84 歳）

　　　　　　 （志布志町）

あたや 元気やっど！

大きくなぁれ！

キラリ 青春！

Ｑ．��現在のお仕事について、教えてください。

Ａ�．１月から市役所の松山支所教育分室で働いています。覚えるこ

とはたくさんありますが、周りの皆さんもいい人ばかりで、日々

教わりながら頑張っています。

Ｑ．休日はどのように過ごしていますか？

Ａ�．映画が好きなので DVD を観たり、録画した TV 番組をまとめ

て観たりして過ごすことが多いですね。あとは読書が大好きなの

で、ついつい夜更かしして読んでしまったり…ですね。

Ｑ．将来の夢を教えてください。

Ａ�．人としてもっと大きくなりたいです。機会があればいろいろな

資格、試験にチャレンジするなど、新しいことにどんどん挑戦し

て、成長したいなと思っています。

Ｑ．志布志市について一言！

Ａ�．海が近いことを生かして、市外から多くの人に来てもらい、「志

布志に住んでみたい」って思えるまちになるといいですね。

【志布志町】亜理沙 さん　(25 歳）

今月の 題字

小学校 ５年

樹
い つ き

希 さん

　

５
歳
の
と
き
か
ら
習
い
続
け
て
い

る
習
字
の
腕
前
を
披
露
し
て
く
れ
た

樹
希
さ
ん
。
小
学
校
の
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
セ
カ
ン
ド

を
守
る
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
す
。
週
に
３

回
あ
る
練
習
で
は
、
試
合
で
勝
て
る

よ
う
に
、
１
日
１
日
の
練
習
を
大
切

に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
が
な
い
日
は
水
泳
に
も

通
い
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
は
病
気
で
苦
し
む
人
を
助
け

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
薬
剤
師
に

な
り
た
い
と
話
す
樹
希
さ
ん
。
夢
に

向
か
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！
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読者プレゼント

◆ ご家族からのメッセージ！

　いつも元気な頼來。面白いことを

言っては笑わせてくれます。

　あなたの笑顔がママの、あなたの

家族の元気の源です。

　これからも心優しいらいらいでい

てね。

◆ ご家族からのメッセージ！

　笑顔がかわいいみず君。

　成長の早さに日々驚かされます。

　健康に、元気に育ってください。

　いろいろなところに遊びに行こう

ね！

頼
ら い き

來 ちゃん （５歳）

（志布志町志布志）

◆ ご家族からのメッセージ！

　ダンスと読書が好きな女の子と、走

ることとぬいぐるみが好きな男の子で

す。仲の良い２人の笑い声が家中に響

くので、幸せいっぱいの輪が広がりま

す。私たちの子どもに産まれてくれて

ありがとう。今をたくさん楽しもうね！

瑞
み ず き

生 ちゃん （８か月）

（有明町野井倉）

鈴
す ず こ

子 ちゃん（５歳 )

　　　福
ふくのすけ

之助 ちゃん（１歳 )

（志布志町帖）



★アンケート★【３月号で特に良かった記事・分かりにくかった記事があれば教えてください！】
　・良かった！：

　・分かりにくい…：

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます）

高い医療費 みんなで助け合い 国保の心
◆平成26年12月分の医療費の状況です。

医療費総額 ２９７，２３６，０１０円
12 月末 国保加入者数 １０，１５２ 人

１人当たり医療費
（医療費総額／国保加入者数） ２９，２７９ 円

医療費１人当たりの負担内訳
市（国保）負担額 ２４，８７０ 円

個人負担額 ４，４０９ 円

１人当たり医療費の前年同月比 3.2％増。この金額は、国民健康保険に加
入している皆さんが医療機関等で診療したものに対し、市（国保）が支
払った医療費です。医療費総額の約 84.9％を市（国保）が負担しています。

市の人口 平成 27 年１月 31 日現在

人口：33,056 人
男性：15,656 人
女性：17,400 人

転入：57 人　  転出：64 人
出生：20 人　  死亡：53 人

世帯数：15,806 戸

（- 40 人）
（2人）

（-42 人）

（- 1 6 世帯）

志布志港 平成 27 年１月分
※資料：鹿児島税関支署

①貿易船入港隻数：62 隻（日本 0、外国 62）
②輸出：14 億 73 百万円
③輸入：146 億 10 百万円

神
の
舞
に
感
動

　

春
を
告
げ
る
ま
つ
り
と
い
わ
れ
る

田
之
浦
の
「
ダ
ゴ
祭
り
」
に
出
か
け

ま
し
た
。
底
冷
え
の
す
る
寒
い
日
で

し
た
が
、
素
晴
し
い
舞
に
感
動
し
ま

し
た
。
ま
た
、
各
集
落
ご
と
に
作
る

「
ダ
ゴ
花
」
の
素
晴
し
い
こ
と
。
カ

メ
ラ
マ
ン
の
多
さ
に
も
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力

な
し
に
は
出
来
な
い
「
伝
統
行
事
」、

守
り
続
け
る
こ
と
は
大
変
で
し
ょ
う

け
ど
続
け
て
ほ
し
い
な
ぁ
と
思
っ
た

「
ダ
ゴ
祭
り
」
で
し
た
。

（
シ
ル
バ
ー
の
お
ば
さ
ん 

72
歳 

女
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
も
そ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
の
中
の
一

人
で
し
た
。
伝
統
行
事
と
し
て
地
域

の
皆
さ
ん
の
手
で
、
後
世
に
残
し
て

い
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
ね
。

国
保
の
情
報
は
大
ニ
ュ
ー
ス

　

２
月
号
の
「
国
保
財
政
は
危
機
的

状
況
で
す
」
を
読
み
、
驚
き
ま
し

た
。
普
段
当
た
り
前
の
よ
う
に
利
用

し
て
い
た
国
民
健
康
保
険
が
ピ
ン
チ

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
大
き
な

ニ
ュ
ー
ス
で
す
。
私
た
ち
は
襟
を
正

し
、
病
院
に
行
く
ま
で
も
な
い
の
に
、

「
使
わ
な
け
れ
ば
損
」
の
よ
う
な
考

え
で
軽
は
ず
み
な
病
院
通
い
を
し
て

い
な
い
か
、
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
保
険
制
度
が
破
綻
す
れ

ば
我
々
は
生
き
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
慎
重
に
対
応
す
る
こ
と
が

必
要
な
時
で
す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
な
し　

67
歳 

男
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

国
保
財
政
の
危
機
に
つ
い
て
は
昨

年
の
９
月
号
に
特
集
で
、
10
月
号
か

ら
連
載
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
の
伸
び
の
抑
制
で
最
も
重

要
な
こ
と
は
、
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
と
と
、
健
康
診
断
を
毎
年
受

診
し
て
い
た
だ
く
こ
と
の
２
つ
で
す
。

　

病
気
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
で

医
療
費
の
伸
び
の
抑
制
に
つ
な
が
り

ま
す
の
で
、
具
合
が
悪
い
時
は
し
っ

か
り
病
院
で
診
察
し
て
も
ら
い
、
病

気
を
長
引
か
せ
な
い
こ
と
は
重
要
な

こ
と
で
す
。
健
康
で
楽
し
い
毎
日
を

過
ご
す
た
め
に
も
、「
健
康
づ
く
り
」

に
し
っ
か
り
取
り
組
み
た
い
で
す
ね
。

※�

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
掲
載
に
か
か
わ

ら
ず
頂
い
た
お
便
り
か
ら
抽
選
で
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
多
く
の
お

便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

市民のこえ
・

お寄せいただいた
お便りを
ご紹介します！

お便り、お待ちしています

　市報しぶしを読んだ感想や今後取

り上げて欲しい特集、志布志市に対

するご意見等何でもお好きなことを

書いてください（一部修正して掲載

する場合もあります）。

　月末までに頂いたお便りが、その

月のプレゼントの応募対象になりま

す。それ以降の分は次月の応募対象

となりますので、ご了承ください。

　頂いた「お便り」は「市民のこえ」 

コーナーに掲載します（お便りが多

数の場合には担当にて選考のうえ掲

載します）。個別の回答はいたしま

せんので、ご了承ください。
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「�お釈迦まつり」提灯を販売します！
　お釈迦まつりを一緒に盛り上げるために、家の軒先、お店の軒先に「『お釈迦
まつり』の提灯を飾りたい」という市民の皆様の声をいただきましたので、「お
釈迦まつり」提灯を新たに作成し、販売します。ご注文につきましては、下記ま
でお問い合わせください。

◆注文受付期間：平成 27 年３月 27 日（金）午後５時まで
■問い合わせ先：お釈迦まつり実行委員会（志布志市観光特産品協会事務所内）
　℡：472-8028　Fax ：473-2345

①お釈迦まつり文字入り（両面共）1,000 円（税込）
②片面名前入り・片面文字入り　1,500 円（税込）

① ②

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こちらのコーナーは、

インターネット版では

ご覧いただけません。

ご了承ください。



31
市報しぶし 2015.3 
S h i b u s h i  C i t y  P R

市役所からの大事なお知らせ
① 都城市郡医師会病院などが移転開院します！ （保健課 保健対策係）

② 創りだそう 明るい選挙で 輝く志布志（志布志市選挙管理委員会）

③ 畑地かんがい事業のお知らせ（農政課 畑かん推進係）

④ 児童扶養手当・特別児童扶養手当・特別障害者手当等の手当額が変わります（福祉課 児童福祉係ほか）

⑤ もしもの事故・ケガに備えて… 交通災害共済に加入しましょう！（総務課 消防防災係）

⑥ 国民健康保険の届出を忘れていませんか？ ～ 14 日以内に届け出を！～ （保健課 国民健康保険係）

① 都城市郡医師会病院などが移転開院します！

30
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② 創りだそう 明るい選挙で 輝く志布志

■問い合わせ先： ●保健課  保健対策係　℡：474-1111（161・164）

新しい都城市郡医師会病院等が
この春、移転開院します！

◆３施設を一体的に整備
　現在、都城市大岩田町にある都城救急医療センターと都城健康サービスセンター、都城市郡医師会病院を太郎坊町へ新築
移転します。この３施設を一つの建物内に整備することで、広域的な高次救急医療拠点としての機能充実が図られます。

◆災害に強く、医療機能が充実
　新施設は、免震構造となっていて、大規模地震で被災した場合にも、いち早く医療機能を発揮できる災害に強い施設です。
屋上にはヘリポートを設置。宮崎大学医学部附属病院のドクターヘリと連携した救急医療も行えます。また、整形外科や消
化器内科、リハビリテーション科の新設を予定。さらに病床数も現在の 172 床から 220 床（一般病床） へ増床します。

◆救急医療センターを「夜間急病センター」に改称
　現在の救急医療センターは、夜間の急病患者のための受診施設です。しかし、利用者の自己都合で安易に受診する「コン
ビニ受診」が問題となっています。このため、新センターは施設の役割をより明確にし、利用者の皆さんに適正な受診を心
掛けてもらうため、名称を都城夜間急病センターに改称します。なお、診療科や診療時間は今までと変更ありませんので、
利用者の皆様のご理解とご協力をお願いします（移転開院後は、３施設とも電話番号が変更になる予定です。移転作業に伴い、
現施設での休診期間が生じる可能性もあります）。

◆新施設の概要
●都城夜間急病センター：【診療科】内科、外科、小児科　【診療時間】午後 7 時～翌朝 7 時
●都城健康サービスセンター：人間ドックなどの各種検診、臨床検査
●�都城市郡医師会病院：【診療科】内科、循環器内科、外科、脳神経外科、小児科、放射線科、麻酔科、形成外科、救急科、

整形外科（新設）、消化器内科（新設予定）、リハビリテーション科（新設予定）。【病床数】220 床（一般病床）。【その他】
屋上へリポート新設。

鹿児島県議会議員選挙は、４月 12 日（日）が投票日です。
　今年は、４年に一度の『統一地方選挙』の年です。本市では来たる４月 12 日（日）に「鹿児島県議会
議員選挙（志布志市・曽於郡区）」が行われます。今回の選挙は、私たちにとって身近な選挙であり、こ
れからの４年間、県の政治を任せる代表を決める選挙です。有権者の皆さんは、自分の意志を政治に生か
す機会を無駄にせず、棄権することなく一票を投じましょう。

◆�

本
市
で
投
票
で
き
る
の
は
、
日
本
国
籍

を
有
す
る
人
で
、
次
の
二
つ
の
要
件
に

該
当
す
る
人
で
す
。

①
平
成
７
年
４
月
13
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

②�

平
成
27
年
１
月
２
日
以
前
か
ら
市
内
に

住
所
が
あ
り
、
投
票
日
当
日
ま
で
に
引

き
続
き
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

●�

投
票
日
の
前
日
ま
で
に
県
外
へ
転
出
し

た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

●�

県
内
の
他
市
町
村
に
転
出
し
た
人
で
、

転
出
先
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
な
い
人
は
、
１
回
目
の
転
出
に
限
り

市
町
村
で
無
料
発
行
す
る
「
引
き
続
き

県
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」

が
あ
れ
ば
本
市
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

●�

平
成
27
年
１
月
３
日
以
降
に
県
内
の
他

市
町
村
か
ら
本
市
に
転
入
し
、
引
き
続

き
本
市
に
住
所
を
有
す
る
人
は
、
市
町

村
で
無
料
発
行
さ
れ
る
「
引
き
続
き
県

内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
を

持
参
す
れ
ば
、
前
住
所
地
の
市
町
村
で

投
票
で
き
ま
す
。

◆
投
票
所
入
場
券

　

４
月
３
日
（
金
）
ま
で
に
郵
送
で
各
世

帯
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。
１
枚
の
は
が

き
（
圧
着
式
は
が
き
な
の
で
、
は
が
し
て

く
だ
さ
い
）
に
、
世
帯
別
で
最
大
４
人
分

の
入
場
券
が
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
。
必
ず

切
り
離
し
て
、
各
自
で
投
票
所
へ
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

※�

入
場
券
が
な
い
場
合
で
も
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
投
票
受
付
時
に
そ

の
旨
を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◆
期
日
前
投
票
及
び
不
在
者
投
票

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
所
用
で
投
票
所

に
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
や
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

【
期
日
前
投
票
】

　

期
日
前
投
票
所
は
、
次
の
と
お
り
志
布

志
市
内
３
か
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

●�

期
間
：
４
月
４
日
（
土
）
か
ら
４
月
11

日
（
土
）
ま
で

●
時
間
：
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時

ま
で

●
場
所
：

・
市
役
所
松
山
支
所
隣
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
市
役
所
志
布
志
支
所
１
階
会
議
室

・
市
役
所
本
庁
隣
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

※�

期
日
前
投
票
は
、
市
内
全
域
３
か
所
の

期
日
前
投
票
所
で
投
票
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
不
在
者
投
票
】

　

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
、
指
定
病

院
等
の
不
在
者
投
票
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
当
日
投
票

【
投
票
】

　

午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
投
票
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
志
布
志
地
区
の
四
浦

地
域
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
、
午
後
６
時

ま
で
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

志
布
志
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
５
２
・
３
５
６
）

これらの禁止行為は処罰の対象となります！
選挙運動の方法等に関する規制（例）

誹謗中傷・なりすまし等に関する刑罰（例）

候補者に対して、悪質な誹謗中傷をする等、表現の自由を濫用して選挙の公正を害する
ことのないよう、インターネットの適正な利用に努めて下さい。（公職選挙法第142条の7）
プロバイダ等（プロバイダ、掲示板の管理者等）は、自己の名誉を侵害されたとする候補者等から申出
を受けた場合、一定の手続きを経た上で、その文書図画を削除することがあります。
※本資料は概要であり、詳しくは、総務省HPをご覧ください。

（注）

悪質な
誹謗
中傷

改ざん謗
傷

悪質
誹
質な
誹謗
中傷

ざんん

選挙運動 選挙
運動

今日はいよいよ
日です

ぜひ私に一票を
よろ
いしま

COPY

Fw

Fw

く
します

今日
投票日で
ぜひ私に

いよ
です
私に一票を

よろしく
お願い

Fw

ネット選挙運動総務省 検索

有権者は電子メールを使って選挙運動をしてはいけません！
電子メールを使って選挙運動用の文書図画を頒布できるのは、候補者・
政党等に限ります。有権者は候補者・政党等から送られてきた選挙運動用
電子メールを転送により頒布することもできません（公職選挙法第１４２条
の４、第１４２条、第２４３条）。

未成年の選挙運動は禁止されています！
年齢満20歳未満の者は、インターネット選挙運動を含め、選挙運動をする
ことができません（公職選挙法第137条の2、第239条）。インターネット
が身近な世代だけに、保護者の監督も重要です。

ＨＰや電子メール等を印刷して頒布してはいけません！
選挙運動用のホームページや、候補者・政党等から届いた選挙運動用の
電子メール等、選挙運動用の文書図画をプリントアウトして頒布してはい
けません（公職選挙法第142条、第243条）。

氏名等を偽って通信してはいけません！
当選させる、もしくは当選させない目的をもって真実に反する氏名、名称ま
たは身分の表示をして、インターネットを利用する方法により通信した者は
処罰されます（公職選挙法第235条の5）。

悪質な誹謗中傷行為をしてはいけません！
公然と事実を明らかにし、人の名誉を毀損した者は処罰されます（刑法第
230条第1項）。事実を明らかにせずとも、公然と人を侮辱した者は侮辱罪
により処罰されます（刑法第231条）。

候補者に関し虚偽の事項を公開してはいけません！
当選させない目的をもって候補者に関し虚偽の事項を公にし、又は事実を
ゆがめて公にした者は処罰されます（公職選挙法第235条第2項）。

候補者等のウェブサイトを改ざんしてはいけません！
候補者のウェブサイトを改ざんするなど、不正の方法をもって選挙の自由
を妨害した者は、選挙の自由妨害罪により処罰されます（公職選挙法
第225条第2号）。不正アクセス罪（不正アクセス行為の禁止等に関する
法律第3条、第11条）にも該当します。

選挙運動期間外に選挙運動をしてはいけません！
インターネット選挙運動が解禁になっても、選挙運動は、公示・告示日から
投票日の前日までしかすることができません（公職選挙法第129条、第
239条）。
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③ 畑地かんがい事業のお知らせ

④ 児童扶養手当・特別児童扶養手当・特別障害者手当等の手当額が変わります

■申込み・問い合わせ先：福祉課  ℡：474-1111  児童福祉係（内線 175） ・障害福祉係（内線 160）

⑤ もしもの事故・ケガに備えて…　交通災害共済に加入しましょう！

⑥ 国民健康保険の届出を忘れていませんか？ ～ 14 日以内に届け出を！～

■申込み・問い合わせ先：保健課  国民健康保険係    ℡：474-1111（内線 122 ～ 125）

　

交
通
災
害
共
済
事
業
は
、
お
互
い

に
掛
金
を
出
し
合
い
、
不
幸
に
し
て

住
民
が
交
通
事
故
に
よ
り
死
傷
し
た

と
き
、
交
通
事
故
の
被
災
者
及
び
そ

の
遺
族
に
対
し
、
見
舞
金
が
支
給
さ

れ
る
住
民
の
た
め
の
相
互
扶
助
制
度

で
す
。

※�

一
人
に
つ
き
１
枚
の
申
込
書
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
！

◆�

加
入
で
き
る
方
：
４
月
１
日
現
在

で
志
布
志
市
内
に
住
民
登
録
さ
れ

て
い
る
方
は
誰
で
も
加
入
で
き
ま

す
（
出
稼
ぎ
、
就
学
等
で
一
時
的

に
転
出
さ
れ
る
方
で
も
加
入
可
）。

◆�

共
済
掛
金
：
１
人
あ
た
り
５
０
０

円
で
す
（
中
途
加
入
者
に
つ
い
て

も
同
額
）。

◆�

共
済
期
間
：
平
成
27
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

◆�

加
入
方
法
：
自
治
会
に
お
い
て
は

行
政
事
務
連
絡
員
の
方
な
ど
に
加

入
者
分
の
掛
金
を
添
え
て
お
申
込

く
だ
さ
い
。
ま
た
は
、
市
役
所
総

務
課
及
び
各
支
所
地
域
振
興
課
の

窓
口
に
直
接
お
越
し
い
た
だ
き
、

加
入
者
数
分
の
掛
金
を
添
え
て
お

申
込
く
だ
さ
い
。

◆�

申
込
期
間
：
平
成
27
年
３
月
３
日

（
月
）か
ら
31
日（
火
）ま
で

※�

４
月
1
日
以
降
も
加
入
で
き
ま
す
。

４
月
１
日
以
降
に
申
込
さ
れ
た
方

は
、
市
で
申
込
書
を
受
理
し
た
日

の
翌
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
31
日

ま
で
が
共
済
期
間
と
な
り
ま
す
。

◆�

見
舞
金
請
求
期
限
：
事
故
発
生
日

か
ら
２
年
以
内
（
２
年
以
上
経
っ

て
か
ら
請
求
さ
れ
る
と
災
害
見
舞

金
は
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
）。

■
災
害
見
舞
金
お
支
払
い
の
例

◆�

例
１
：
小
学
生
が

道
路
を
自
転
車
で

走
行
中
、
転
ん
で

骨
折
し
、
完
治
す

る
ま
で
２
か
月
か

か
っ
た
（
実
治
療
日
数
25
日
）。

★
８
等
級
：
３
万
５
千
円
の
見
舞
金

◆�

例
２
：
自
動
車
事
故
で
３
か
月
の

入
院
。
退
院
２
か
月
後
再
手
術
の

た
め
１
か
月
入
院
。
そ
の
後
１
か

月
間
リ
ハ
ビ
リ
通
院
（
実
治
療
日

数
１
４
０
日
）。

★
４
等
級
：
11
万
５
千
円
の
見
舞
金

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
志
布
志
市
役
所  

総
務
課

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
１
５
・
２
１
６
）

●
志
布
志
支
所  

地
域
振
興
課

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
５
１
・
３
５
３
）

●
松
山
支
所  

地
域
振
興
課

　

℡
：
４
８
７
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

　国民健康保険の加入、脱退は 14 日以内に届け出てください。届出の遅れは、トラブルのもととなりますので、
早めの手続きをお願いします。なお、本庁、支所ともに届出ができます。

届出の例 届出が必要なとき 届出に必要なもの

国保に加入

  他の市町村から転入したとき   他の市町村の転出証明書、印鑑
  他の健康保険をやめたとき   職場の健康保険をやめた証明書、印鑑
  他の健康保険の被扶養者からはずれたとき   被扶養者でない理由の証明書、印鑑
  子どもが生まれたとき   母子健康手帳、保険証、印鑑

国保を脱退

  他の市町村に転出するとき   保険証、印鑑
  他の健康保険に加入したとき   職場の健康保険証、保険証、印鑑
  他の健康保険の被扶養者になったとき   職場の健康保険証、保険証、印鑑
  国保の被保険者が死亡したとき   死亡を証明するもの、保険証、印鑑

その他

  同一市内で住所が変わったとき   保険証、印鑑
  世帯主や氏名が変わったとき   保険証、印鑑
  世帯を分けたり、一緒にしたとき   保険証、印鑑
  修学のため、別に住所を定めるとき   在学証明書、保険証、印鑑
  保険証を紛失したとき   身分を証明するもの（※）、印鑑

※身分を証明するものとは、運転免許証や住基カード（写真付き）等のことです。

平成 27 年４月からの児童扶養手当・特別児童扶養手当・特別障害者手当等
の手当額が次のように変わりますので、お知らせします。

各種手当一覧 平成 26 年４月～（月額） 平成 27 年４月～（月額）

  児童扶養手当（全部支給）    41,020 円    42,000 円

  児童扶養手当（一部支給）    41,010 ～ 9,680 円    41,990 ～ 9,910 円

  特別児童扶養手当（１級）    49,900 円    51,100 円

  特別児童扶養手当（２級）    33,230 円    34,030 円

  特別障害者手当    26,000 円    26,620 円

  障害児福祉手当    14,140 円    14,480 円

  経過的福祉手当    14,140 円    14,480 円

曽
於
東
部
地
区
に
お
け
る
散
水

器
具
有
料
貸
出
し
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
８
月
１
日
か
ら
畑
か

ん
散
水
器
具
を
有
料
で
貸
し
出
し

て
い
ま
す
。
貸
し
出
す
こ
と
が

で
き
る
散
水
器
具
は
、「
ロ
ー
ル

カ
ー
」、「
レ
イ
ン
ガ
ン
」、「
移
動

式
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
」、「
噴
射

ホ
ー
ス
」
と
、
そ
れ
ら
に
伴
う
付

属
品
一
式
で
す
。

　

貸
出
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
機
材
や
数
、
付
属
品
等

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
東
部

土
地
改
良
区
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
貸
し
出
し
の
際
は
散
水

器
具
借
入
申
請
書
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
使
用
場
所
の

畑
か
ん
水
給
水
開
始
申
請
を
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

利
用
さ
れ
た
い
方
は
、
市
役
所

松
山
支
所
の
東
部
土
地
改
良
区
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

曽
於
南
部
地
区
に
お
け
る
散
水

器
具
無
料
貸
出
し
に
つ
い
て

　

曽
於
南
部
地
区
の
受
益
地
に
お

い
て
、
散
水
器
具
を
無
料
に
て
貸

し
出
し
て
い
ま
す
。
貸
出
散
水
器

具
に
つ
い
て
は
、「
ロ
ー
ル
カ
ー

（
自
走
式
散
水
器
具
）」、「
移
動

式
レ
イ
ン
ガ
ン
」、「
移
動
式
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
」、「
噴
射
ホ
ー
ス
」、

「
そ
れ
ら
に
伴
う
付
属
品
一
式
」

で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
役

所
農
政
課
畑
か
ん
推
進
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

貸
出
し
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記

の
よ
う
な
優
先
順
位
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●�

優
先
順
位
１
位
：
散
水
器
具
設

置
申
込
を
し
て
い
る
方
で
、
散

水
器
具
納
品
待
ち
の
方

●�

優
先
順
位
２
位
：
給
水
開
始
さ

れ
て
い
る
方
で
、
散
水
器
具
を

使
っ
て
み
た
い
方

●�

優
先
順
位
３
位
：
散
水
器
具
や
、

水
利
用
を
一
度
も
し
た
こ
と
が

な
い
が
、
体
験
し
て
み
た
い
方

※�

貸
出
用
散
水
器
具
は
、
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
利
用
さ

れ
た
い
方
は
、
お
早
め
に
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
農
政
課  

畑
か
ん
推
進
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
４
３
１
）

●
県
畑
か
ん
セ
ン
タ
ー　

　

℡
：
４
８
２
‐
２
５
４
７

●
曽
於
東
部
土
地
改
良
区　

　

℡
：
４
８
７
‐
２
９
８
６

●
曽
於
南
部
土
地
改
良
区

　

℡
：
４
７
１
‐
０
１
７
１



た
べ
も
の
伝
承
塾
生
を
募
集
！

　

志
布
志
市
開
田
の
村
管
理
組
合
で
は
鹿
児

島
に
昔
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
郷
土
料
理
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
内
容
は
、
季
節
に
応
じ

た
料
理
や
お
菓
子
づ
く
り
で
す
。

◆�

日
時
：
毎
月
第
４
土
曜
日
（
旬
の
食
材
を

使
用
す
る
た
め
、
変
更
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
）。

◆�

定
員
・
参
加
資
格
：
20
人
（
市
内
外
か
ら

参
加
で
き
ま
す
。
ま
た
前
回
受
講
さ
れ
た

方
も
、
再
度
参
加
で
き
ま
す
）。

◆
受
講
料
：
１
回
に
つ
き
、
１
５
０
０
円

◆�

申
込
方
法
：
３
月
31
日
（
火
）
ま
で
に
左

記
ま
で
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ

り
ま
す
。「
開
田
の
村
管
理
組
合
」
で
検

索
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
先
：
開
田
の
村
管
理
組
合

　

℡
：
４
７
１
‐
４
３
４
３

ふ
れ
あ
い
農
園
入
園
希
望
者
を
大
募
集

　

ふ
れ
あ
い
農
園
で
家
庭
菜
園
づ
く
り
を
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

市
で
は
、
志
布
志
町
上
昭
和
地
区
に
あ
る

「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
へ
の
入
園
希
望
者
を
募

集
し
ま
す
。
入
園
期
間
は
、
平
成
27
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
で
、
１

年
毎
の
契
約
に
な
り
ま
す
。
農
園
の
１
区
画

当
た
り
の
面
積
は
約
27
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、

入
園
料
は
年
額
１
５
０
０
円
で
す
。

　

入
園
を
希
望
の
方
は
、
３
月
20
日（
金
）

ま
で
に
お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
入
園
希
望
者
が
多
数
の
時
は
、
抽
選

を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先
：

　

志
布
志
支
所　

産
業
建
設
課　

農
政
係

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１（
内
線
４
１
１
）

広
告

Information＆

Event
お知らせ

Shibushi
Information

見逃せない情報がいっぱい！

募　
　

集

市
民
広
報
紙
編
集
員
を
募
集
し
ま
す

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
目
線
で
、
よ
り
親
し
み

や
す
い
「
市
報
し
ぶ
し
」
を
作
成
す
る
た
め

に
、
市
の
広
報
担
当
者
と
協
働
で
広
報
紙
の

作
成
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
「
市
民
広
報

紙
編
集
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

◆�

応
募
資
格
：
市
内
に
住
む
中
学
生
以
上
の

方
（
そ
の
他
要
件
が
あ
り
ま
す
）。

◆
任
期
：
１
年

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：
総
務
課　

秘
書
広
報
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）

山
重
幼
稚
園
の
園
児
募
集
！

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
27
年
度
山
重

幼
稚
園
の
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

◆
対
象
児
童
：
満
３
歳
以
上

◆
募
集
定
員
：
35
人

◆�

保
育
時
間
：
午
前
８
時
15
分
か
ら
午
後
２

時
ま
で

※�

午
前
７
時
30
分
か
ら
午
前
８
時
15
分
ま
で

と
、
午
後
２
時
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で

は
預
か
り
保
育
に
な
り
ま
す
。

◆�

募
集
期
間
：
３
月
25
日
（
水
）
ま
で

※�

保
育
料
等
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
入
園
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先
：

●
山
重
幼
稚
園

　

℡
：
４
７
５
‐
１
９
２
２

●
志
布
志
市
教
育
委
員
会 

有
明
分
室

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
６
１
）

親
子
バ
ス
釣
り
教
室
開
催
！

　　

親
子
を
対
象
と
し
た
、
ル
ア
ー
で
の
魚
釣

り
教
室
で
す
。
九
州
各
地
の
バ
ス
釣
り
大
会

に
出
場
し
て
い
る
名
人
た
ち
が
教
え
ま
す

（
釣
り
道
具
は
当
セ
ン
タ
ー
で
貸
し
出
し
ま

す
。
持
ち
込
み
も
可
）。

◆
日
時
：
４
月
４
日
（
土
）

　

午
前
11
時
～
午
後
５
時
（
小
雨
決
行
）

◆
場
所
：
カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
、
大
隅
湖

◆�

参
加
費
：
１
家
族
あ
た
り
千
円
（
小
学
生

以
上
）

◆
定
員
：
20
家
族
、
要
予
約
（
先
着
順
）

※�

託
児
は
無
料
で
す
が
、
予
約
が
必
要
で
す
。

３
月
27
日
（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※�

弁
当
持
ち
込
み
可
、
弁
当
購
入
の
場
合
は

広
告
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お
知
ら
せ

水道修繕当番店

◆松山地区

３月	 　		  　加世田建設	 ℡ 487-2057

４月	 　		  　佐藤建設	 ℡ 487-2049

◆志布志地区

３月 10 日～３月 16 日	 　志布志水道　　℡ 472-3540

３月 17 日～３月 23 日	 　山本組　　　　℡ 472-1101

３月 24 日～３月 30 日	 　宮崎水道　　　℡ 472-1081

３月 31 日～４月６日	 　高吉組　　　　℡ 472-0721

４月７日～４月 13 日	 　崎田建設　　　℡ 473-0050

４月 14 日～４月 20 日	 　志布志水道　　℡ 472-3540

４月 21 日～４月 27 日	 　山本組　　　　℡ 472-1101

◆有明地区

３月８日～３月 14 日	 　池崎建設	 ℡ 475-2068

３月 15 日～３月 21 日	 　郡山工業	 ℡ 475-0008

３月 22 日～３月 28 日	 　西江建設	 ℡ 474-2113

３ 月 29 日～４ 月 ４日	 　山中水道	 ℡ 474-1440

４ 月 ５日～４ 月 11 日	 　有徳設備	 ℡ 475-1596

４月12 日～４月18 日	 　池崎建設	 ℡ 475-2068

４月19 日～４月25 日	 　郡山工業	 ℡ 475-0008

※�水道料金は、中止の手続き（中止届の提出）をされな

いと基本料金が発生します。水道使用の予定がない場

合は、中止の手続きをお勧めします。中止されていた

水道を再度利用される場合は、1,000 円で開始できます。

※道路等で水が出ている時は、水道課へご連絡ください。

■問い合わせ先：水道課 工務係　℡：472-1111（内線 263）
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別
途
５
０
０
円
（
一
人
当
た
り
）。

■
問
い
合
わ
せ
先
：
カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

　
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
農
村
研
修
セ
ン
タ
ー
）

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
５
‐
３
２
８
８

　

Ｅ
メ
ー
ル
：info@

kapic.jp

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
・
発
達
障

害
啓
発
週
間
に
つ
い
て

　

毎
年
4
月
2
日
は
国
連
が
定
め
た
「
世

界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」、
4
月
2
日
か
ら

8
日
ま
で
は「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」で
す
。

　

自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障
が
い

の
方
は
、
他
人
の
意
図
や
感
情
を
直
感
的

に
理
解
し
た
り
、
言
葉
を
適
切
に
使
う
こ

と
な
ど
が
苦
手
な
場
合
が
あ
り
、
学
校
や

職
場
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
困
難
に
直
面

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
親

の
し
つ
け
や
家
庭
環
境
が
原
因
で
は
な
く
、

脳
機
能
の
発
達
に
関
係
す
る
も
の
で
す
。

　

発
達
障
が
い
は
、
見
た
目
に
は
障
が
い

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
に
く
い
た
め
、
行

動
や
態
度
が
誤
解
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
発
達
障
が
い
の
特
徴
を
知
り
、
正
し

く
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：
県
庁　

障
害
福
祉
課

　

℡
：
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
７
４
４

人
口
動
態
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

出
生
や
死
亡
、
死
産
が
あ
っ
た
場
合
や
、

婚
姻
、
離
婚
を
さ
れ
た
方
に
は
そ
れ
ぞ
れ

「
出
生
届
」「
死
亡
届
」「
死
産
届
」「
婚
姻
届
」

「
離
婚
届
」
を
市
区
町
村
の
窓
口
に
提
出

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
各
届

出
は
、
５
年
に
１
度
、
国
勢
調
査
の
行
わ

れ
る
年
度
に
は
、
職
業
の
記
入
も
（
死
亡

届
に
は
産
業
の
記
入
も
）
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
届
出
は
厚
生
労
働
省
の
実
施
す
る

「
人
口
動
態
調
査
」
に
も
活
用
さ
れ
、
毎

年
、
出
生
、
死
亡
、
死
産
、
婚
姻
、
離
婚

の
状
況
を
調
べ
て
お
り
、
そ
の
調
査
結
果

は
、
公
衆
衛
生
、
労
働
衛
生
、
社
会
福
祉

な
ど
各
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
口
動
態
調
査
で

使
用
す
る
情
報
は
統
計
法
に
よ
り
、
厳
し

く
守
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

◆�

対
象
：
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

28
年
３
月
31
日
ま
で
の
出
生
、
死
亡
、

死
産
、
婚
姻
、
離
婚
の
届
出

◆�

調
査
方
法
：
各
届
出
を
さ
れ
る
と
き
に
、

そ
れ
ぞ
れ
職
業
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

届
出
を
す
る
市
区
町
村
役
場
の
窓
口
に

「
出
生
、
死
亡
、
死
産
、
婚
姻
、
離
婚
の

届
出
を
さ
れ
る
方
に
お
願
い
（
職
業
・
産

業
例
示
表
）」
を
備
え
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
ご
参
考
の
上
、
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
窓
口
で
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：
市
民
環
境
課 

市
民
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
１
１
２
）

大
隅
地
域
の
産
科
医
療
体
制
整
備

に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

　　

大
隅
４
市
５
町
保
健
医
療
推
進
協
議
会

で
は
、
各
関
係
機
関
が
連
携
し
て
産
科
医

療
体
制
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
鹿
屋
医
療
セ
ン
タ
ー
の
充
実
・
強
化

●�

鹿
屋
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
れ
ま
で
、

主
に
ハ
イ
リ
ス
ク
分
娩
の
紹
介
患
者
を

受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
民
間

医
療
機
関
と
連
携
・
調
整
を
更
に
強
化

し
な
が
ら
、
現
体
制
で
対
応
可
能
な
範

囲
内
（
月
５
件
程
度
）
で
ハ
イ
リ
ス
ク

分
娩
の
受
入
増
を
目
指
し
ま
す
。

●�

協
議
会
で
は
医
師
確
保
の
要
望
書
提
出

な
ど
引
き
続
き
医
師
確
保
に
向
け
て
取

り
組
み
、
鹿
屋
医
療
セ
ン
タ
ー
の
産
科

医
等
の
増
に
よ
る
年
間
１
５
０
件
程
度

の
分
娩
増
を
目
指
し
ま
す
。

◆
助
産
師
の
確
保

●�

助
産
師
の
確
保
や
養
成
の
た
め
、
協
議

会
で
は
、
開
業
医
院
と
連
携
し
た
奨
学

資
金
制
度
等
の
創
設
に
向
け
た
検
討
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

■�

問
い
合
わ
せ
先
：
大
隅
４
市
５
町
保
健

医
療
推
進
協
議
会
事
務
局
（
鹿
屋
市
健

康
増
進
課
）

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
１
‐
２
１
１
０

農
業
集
落
排
水
施
設
利
用
の
皆
様
へ

　

農
業
集
落
排
水
施
設
（
下
水
道
）
の
一

般
家
庭
の
使
用
料
は
、
住
宅
に
お
住
ま
い

の
人
数
で
計
算
し
ま
す
が
、
住
民
票
を
置

い
た
ま
ま
転
出
し
て
い
る
場
合
な
ど
、
別

途
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

例
：
４
人
家
族
の
場
合

　

基
本
料
金
１
８
３
０
円
＋
１
人
当
た
り

　

４
３
０
円
×
４
人
＝
３
５
５
０
円

　

さ
ら
に
、
農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料

は
、
毎
月
請
求
と
な
っ
て
お
り
、
納
め
忘

れ
が
あ
る
と
督
促
や
延
滞
金
が
加
算
さ
れ

ま
す
。
納
め
忘
れ
が
な
い
か
も
う
一
度
通

帳
・
領
収
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※�

農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
の
納
付
は

たくさんの賞を

準備して、皆様の御応

募お待ちしています

■お問い合わせ 第 30 回国民文化祭志布志市実行委員会　℡.099-472-1111　エッセイフェスティバルホームページ　http://essay-festival.jp

志エッセイフェスティバル !
（作品募集締め切り迫る !）

こころざし

文部科学大臣賞（大賞）
賞状、盾、副賞 10 万円相当ふるさと便

文部科学大臣賞（大賞）
賞状、盾、副賞５万円相当ふるさと便

文部科学大臣賞（エッセイ部門）（大賞）
賞状、盾、副賞 40 万円相当ふるさと便

※各コンテストとも多くの賞を準備しています。
　詳細はホームページにて御確認ください。

C

M

Y

CM

MY

CY

CMY

K
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市営住宅空き家情報【松山地区】

●馬場団地 217 号　３Ｋ　公営住宅

　世帯向け長屋 家賃 8,800 円（所得制限あり）

●松山団地 103 号　３ＤＫ　公営住宅

　世帯向け３階建て 家賃 15,600 円 ～（所得制限あり）

●松山団地 251 号　２ＤＫ　特賃住宅

　単身者向け二階建て 家賃 20,000 円（所得制限あり）

　最新の空き状況と入居要件の詳細については、松山支

所産業建設課までお問い合わせください。

　■問い合わせ先：℡  487-2111（内線 253）
■問い合わせ先：
　市民環境課  市民係   ℡：474-1111（内線 112）

　３月 28 日（土）と 29 日（日）の２日間、転入・転出
をされる方は、市役所の窓口をご利用いただけます。

※�なりすまし等による不正防止のため、各種手続きの際は、身
分証明（運転免許証など）を必ずご提示ください。

◆場所：本庁、志布志支所、松山支所

◆�開庁日：３月 28日（土）、29日（日）
午前８時 30分 から 午後５時 15 分
まで

◆取扱業務（転出、転入、転居に伴う業務）：

　●�市民係（転入、転出、転居届、各種証明書の交付【広
域交付（市外の方の証明書交付）は出来ません】）

　●�保健課（国民健康保険証、後期高齢者保険証、介
護保険証の手続き、妊婦健診受診券発行、予防接
種のご案内、健康相談）

　●�福祉課（児童手当、医療費の申請、障害者手帳変
更の手続き）

　●教育委員会（学校の編入・転校の手続き）

年度末は、土・日に市役所窓口が利用できます



口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

●
使
用
上
の
注
意
に
つ
い
て

　

ト
イ
レ
等
に
固
形
物
や
布
切
れ
等
を
そ
の
ま

ま
流
さ
れ
る
と
、
排
水
管
や
中
継
ポ
ン
プ
場
で

詰
ま
っ
て
し
ま
い
、
故
障
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

ト
イ
レ
等
に
異
物
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■�

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：
市
民
環
境
課  

環
境
政
策
室  

環
境
整
備
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
１
３
６
）

最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　　

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
（
地
域
別
最
低
賃
金
）

が
平
成
26
年
10
月
19
日
か
ら
時
間
額
６
７
８
円

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

※�

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
は
県
下
の
全
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
別
に
定
め
る

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
の
産
業
に
該
当

す
る
場
合
は
、
当
該
最
低
賃
金
も
適
用
さ
れ

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
鹿
児
島
労
働
局

　

℡
：
０
９
９
‐
２
２
３
‐
８
２
７
８

●
最
低
賃
金
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　

℡
：
０
９
９
‐
２
２
３
‐
８
８
８
１

感
電
事
故
を
防
ご
う

　

鯉
の
ぼ
り
の
季
節
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
感

電
事
故
防
止
の
た
め
、
電
線
付
近
で
の
鯉
の
ぼ

り
の
掲
揚
や
魚
釣
り
は
絶
対
に
行
わ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
万
一
、
鯉
の
ぼ
り
や
釣
り
糸
が
電
線

に
か
か
っ
た
場
合
は
、
自
分
で
取
ろ
う
と
せ
ず
、

お
近
く
の
九
州
電
力
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

九
州
電
力　

鹿
屋
営
業
所

　

℡
：
０
１
２
０
‐
９
８
６
‐
８
０
６
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２
月
２
日
か
ら
7
日
に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
の
シ
ア
ト
ル
市
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

シ
ア
ト
ル
と
い
え
ば
旧
志
布
志
町
時
代
か
ら
20

年
続
く
高
校
生
の
海
外
研
修
を
行
っ
て
い
る
ま

ち
で
あ
り
、
人
口
約
62
万
人
、
ア
メ
リ
カ
北
西

部
に
位
置
す
る
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
中
心
都
市
で

す
。
私
が
そ
の
シ
ア
ト
ル
に
何
を
し
に
行
っ
た

の
か
と
い
い
ま
す
と
、
世
界
の
コ
ー
ヒ
ー
専
門

店
で
あ
る
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
本
社
に
市
の
茶
業

振
興
会
の
方
々
と
「
お
茶
」
を
売
り
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
同
社
は
世
界
65
カ
国
で
2
万
１
千

店
を
展
開
し
、
20
万
人
以
上
の
従
業
員
を
抱
え

る
一
大
企
業
で
す
。
そ
の
コ
ー
ヒ
ー
専
門
の
会

社
が
同
国
の
茶
専
門
店
で
あ
る
テ
ィ
ー
バ
ナ
社

を
買
収
、
茶
事
業
を
本
格
的
に
展
開
す
る
と
い

う
情
報
を
得
て
、
今
回
訪
問
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
茶
専
門
店
は
北
米
を
中
心
に
約
３
０
０
店

舗
以
上
を
持
つ
会
社
で
す
が
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク

ス
社
は
こ
れ
を
買
収
し
、
今
後
４
年
間
で
世
界

中
に
お
茶
を
広
め
、『
お
茶
を
飲
む
』
と
い
う

習
慣
を
根
付
か
せ
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

現
在
す
で
に
志
布
志
市
に
も
こ
の
会
社
か
ら

お
茶
の
買
い
付
け
が
来
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に

そ
の
取
扱
量
を
拡
大
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
こ

と
の
お
願
い
に
行
っ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
日
本
国
内
で
は
年
々
、

茶
価
の
低
迷
に
よ
り
茶
の
生
産
量
が
減
っ
て
き

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
一
世
帯
当
た
り
、
ま
た
一

人
当
た
り
の
茶
の
消
費
量
が
減
っ
て
い
る
こ
と

と
、
茶
以
外
の
飲
み
物
に
消
費
者
の
嗜
好
が
変

わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
、

市
況
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
本
市
で
は
、
お
茶
の
成
分
に
健
康
増
進
機

能
が
あ
る
事
に
着
目
し
、
お
茶
を
多
く
飲
む
こ

と
で
健
康
に
な
り
、
結
果
的
に
医
療
費
が
低
減

し
、
国
保
財
政
の
健
全
化
、
同
時
に
茶
産
地
で

あ
る
茶
農
家
の
経
営
改
善
に
も
繋
が
れ
ば
と
各

種
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
の
訪
米
で
改
め
て
「
ア
メ
リ
カ
の
方
は

太
っ
た
人
が
多
い
」
と
い
う
こ
と
に
気
付
き
ま

し
た
。
そ
し
て
エ
リ
ー
ト
層
に
お
い
て
は
「
自

己
管
理
が
出
来
な
い
者
に
は
仕
事
を
任
せ
ら
れ

な
い
」と
い
う
風
潮
が
あ
る
よ
う
で
す
。ス
タ
ー

バ
ッ
ク
ス
社
は
、
お
茶
が
健
康
に
い
い
と
い
う

こ
と
に
気
付
き
、
ア
メ
リ
カ
人
の
体
質
改
善
を

図
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
同
国
内
で
使
用
さ
れ
る
お
茶
は
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
紅
茶
や
中
国
茶
で
あ
り
、
緑
茶
は
全

体
の
10
％
に
も
満
た
な
い
現
状
で
す
が
、
健
康

志
向
が
高
ま
り
、
安
心
安
全
な
日
本
の
お
茶
の

認
知
度
が
上
が
れ
ば
、
将
来
的
に
志
布
志
の
お

茶
を
ど
ん
ど
ん
輸
出
出
来
る
よ
う
に
な
る
の
で

は
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
一
歩

ず
つ
付
き
合
い
を
深
め
、
将
来
に
繋
げ
た
い
と

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
鹿
児
島
市
で

開
催
さ
れ
た
『
第
１
回
鹿
児
島
ラ
ー
メ
ン
王
決

定
戦
』
で
志
布
志
の
マ
ル
チ
ョ
ン
ラ
ー
メ
ン
さ

ん
が
、市
民
の
皆
さ
ん
の
応
援
に
こ
た
え
、堂
々

の
優
勝
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
ま
た
一

つ
志
布
志
の
名
物
が
増
え
た
も
の
と
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

市
長
コ
ラ
ム

本
田 

修
一

礼
れ お ん

桜 ちゃん 萌
も も か

々椛 ちゃん沙
さ き

季 ちゃん凜
り お

緒 ちゃん汐
し お り

花 ちゃん

琉
る き

起 ちゃん彩
あ や み

望 ちゃん心
こ こ な

花 ちゃん 一
いっしん

心 ちゃん

広
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志布志市　暮らしのカレンダー　３月・４月

３月
13 日 金

●子育て講座
　（10：00 ～ 12：00  子育て支援センター  はぐくみランド）

14 日 土
●松山子育てサロン「のびのび」
　（10：00 ～ 11：30  やっちくふれあいセンター）

15 日 日
●劇団四季ミュージカル「ふたりのロッテ」
　（17：00 ～  志布志市文化会館）

16 日 月

17 日 火

●心配ごと相談【松山】
　（10：00 ～ 15：00  老人福祉センター）

●法律相談 ※１

　（13：00 ～ 15：00  志布志支所５Ｆ会議室）

18 日 水
●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00  健康ふれあいプラザ）

19 日 木

●行政相談 
　（13：00 ～ 16：00  志布志支所５Ｆ会議室）
●つどいの広場 
　（10：00 ～ 12：00 安楽公民館）

20日 金
●心配ごと相談【有明】
　（10：00 ～ 15：00  市民センター）

21 日 土

22日 日

23日 月

24日 火
●年金移動相談所 ※２

　（10：00 ～ 15：00  志布志支所５階会議室）

25 日 水
●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00  健康ふれあいプラザ）

26 日 木

27日 金

28日 土
●転入・転出のための市役所窓口開庁
　（8：30 ～ 17：15  市役所本庁、各支所）

29 日 日
●転入・転出のための市役所窓口開庁
　（8：30 ～ 17：15  市役所本庁、各支所）

30日 月

31 日 火

３月・４月の行事予定

 ● げんき市【丼や和華のとなり】
　  毎週木・金曜日（８時 30 分～ 15 時）

 ● 戌の市【宝満寺公園】
　  ３月 23 日
　  ４月４日、４月 16 日、4 月 28 日

 ● そば処ちんたら庵【国道 269 号線沿】
　・火曜日（そば）
　・日曜日（野菜等販売）

【健（検）診等の健康カレンダーと日曜・祝日当番医は 17 ページをご覧ください】

４月
１日 水

●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00  健康ふれあいプラザ）

２日 木

３日 金

４日 土

５日 日

６日 月
●心配ごと相談【有明】
　（10：00 ～ 15：00  市民センター）

７日 火

●法律相談 ※３

　（13：00 ～ 15：00  本庁３Ｆ会議室）

●心配ごと相談【松山】
　（10：00 ～ 15：00  老人福祉センター）

８日 水
●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00  健康ふれあいプラザ）

９日 木
●しぶし・子育てサロン
　（10：00 ～ 11：30  健康ふれあいプラザ）

10 日 金

11 日 土
●松山子育てサロン「のびのび」
　（10：00 ～ 11：30  やっちくふれあいセンター）

12 日 日

13 日 月

14日 火

15 日 水
●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00  健康ふれあいプラザ）

16 日 木
●行政相談 
　（13：00 ～ 16：00  志布志支所５Ｆ会議室）

17 日 金

編
集
後
記

　

皆
さ
ん
、「
市
民
広
報
紙
編
集
員（
以

下
編
集
員
）」
っ
て
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

（
35
ペ
ー
ジ
に
募
集
記
事
あ
り
）
簡
単
に

言
え
ば
「
広
報
紙
づ
く
り
の
お
手
伝
い
」

を
し
て
い
た
だ
く
方
の
こ
と
で
す
。▼「
お

手
伝
い
」
と
い
っ
て
も
現
場
に
出
て
も
ら

う
わ
け
で
は
な
く
、
出
来
上
が
っ
た
市
報

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
や
、
技

術
的
な
助
言
な
ど
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
そ
の
内
容
に
な
り
ま
す
。
▼
私
が
広
報

担
当
に
な
っ
て
か
ら
、
３
年
間
編
集
員
と

し
て
私
を
鍛
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
は
書
籍
、

雑
誌
等
の
編
集
の
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
方

で
、
そ
の
道
の
プ
ロ
で
す
。
▼
最
初
は
そ

の
方
に
「
ど
こ
か
ら
直
せ
ば
い
い
か
分
か

ら
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
た
市
報
も
、
県

の
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選
す
る
く
ら
い

に
は
な
り
ま
し
た
。
▼
い
つ
も
的
確
な
ご

指
摘
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
國
重
）

※１　法律相談は予約制です。志布志支所地域振興課　℡：472-1111（内線 352）までご連絡ください。

※２　年金移動相談は事前予約制です。志布志支所 市民税務課　℡：472-1111（内線 223）までご連絡ください。

※３　法律相談は予約制です。本庁総務課文書法制係　℡：474-1111（内線 224）までご連絡ください。


